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<<巻頭言>> 

 

 

巻頭言 

 

研究基盤センターが，平成 16 年 4 月の大学法人化に際し，六甲台地区の旧 3 センター（アイソトー

プ総合センター，機器分析センター，低温センター）を統合して発足して 7 年目となりました．昨年秋

(2010 年 10 月 30 日)には，神戸大学が会長校として国立大学法人機器・分析センター会議を神戸大学

百年記念館において開催し，共同利用大型機器の新規導入・更新を全国の大学で組織的に進めていく方

策や，各大学の状況などを議論いたしました．また，自然科学系部局の構成員からなる設置機器検討ワ

ーキンググループを設置し，本センターで保有すべき大型機器の調査検討を実施すると共に，限られた

設備維持管理費を有効活用するために現有機器の必要性有無に関する仕分けを行ないました．これらの

活動を通して現有機器の有効利用を図ると共に，新たに高分解能 X 線構造解析装置と 2 台の質量分析

装置の導入を実現いたしました．機器の外部利用に関しても，学内利用者の利便性を損なわない範囲で

積極的に推進しています．このような現有機器の効果的保守管理・更新・有効利用と新規機器導入を今

後も積極的に推進し，本センターの使命「自然系各部局の研究・教育活動を支える基盤的研究環境の構

築とそれによる研究・教育の支援」を果たしていきたいと思います． 

この冊子は平成 21 年度(2009 年度)の活動実績をまとめたものです．ご高覧頂ければ幸いに存じます．

今後とも，研究基盤センターに対するご指導ご鞭撻，またご支援のほど，何卒宜しくお願い申し上げま

す． 

 

 平成２２年８月 

  研究基盤センター長 

   冨山 明男 
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<<センター活動報告>> 

研究基盤センター年間主要行事 
 

当センターは，法令に基づく各種 RI 実験のための施設整備と RI の管理，化学・材料分野の研究に必要な

先端分析機器の提供，自然科学系分野の実験に不可欠な液体ヘリウム・窒素の提供などを任務としており，

これら施設の維持管理と最新大型機器を含む基本的インフラ設備の整備を通じて，自然科学系の教育と研究

を幅広く支援している。 

平成 21 年度は以下のような活動を行った。（各部門講習会については部門活動報告に記載） 

 

 

２００９年 ４月 初日 各部門利用申請受付 

 ４月 ７日 第１回センター会議開催 

 ５月 １日 第２回センター会議開催 

 ６月３日４日 第３３回国立大学アイソトープ総合センター長会議出席 

 ６月 ９日 第３回センター会議開催 

 ６月 ２２日 第１回センター運営委員会開催 

 ７月 １４日 第４回センター会議開催 

 ８月 日 研究基盤センター報 No６（２００９）発刊 

 ９月 １日 第５回センター会議開催 

 １０月 ５日 第６回センター会議開催 

 １０月 ３０日 第１３回国立大学法人機器・分析センター会議開催（当番校） 

 １１月 ４日 第７回センター会議開催 

 １１月 １７日 年次計画学内ヒアリング 

 １２月 １６日 第８回センター会議開催 

 １２月 ２４日 若手フロンティア研究会２００９開催 

２０１０年 １月 １８日 第９回センター会議開催 

 １月 ２９日 センター運営委員会開催（臨時） 

 ２月 １０日 第１０回センター会議開催 

 ２月 ２２日 第２回センター運営委員会開催 

 ３月 １０日 第１１回センター会議開催 
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若手フロンティア研究会２００９ 
 

研究基盤センターアイソトープ部門・機器分析部門・極低温部門の各部門における利用者の専門

分野は，物理・化学・生物，生命科学，地球惑星科学からナノ工学に至るまで自然科学系のあらゆ

る分野に渡っています。このような多岐に渡る分野で研究する若手研究者が自由に意見交換を行い

異なる分野間での交流を深めることを目的とした若手フロンティア研究会を以下の要領で開催しま

した。センター利用者以外の方々も多数ご参加いただき，大学院生の積極的な研究発表が行われ，

活発な討論，研究交流がなされました。また，発表概要集を若手フロンティア研究会２００９概要

集として印刷製本し，２４日の研究会当日に発刊しました。  

 

日時：平成 21 年 12 月 24 日（木）午後 1 時 30 分～午後 4 時 30 分 

場所：神大会館２F ホワイエ 

プログラム： 

 ポスターセッション 

 懇談会 

表彰：最優秀ポスター賞１件，優秀ポスター賞３件(各部門)について表彰 

 

５８件のポスター発表が行われ，参加者数１６０名で活発な意見交換，研究交流がなされました。

そして，懇談会と表彰が行われ，以下の発表ポスターが受賞しました。  

 

＊ 最優秀ポスター賞  

分裂酵母 Ypt5 の機能解析  

理学研究科 博士前期課程 生物学専攻  

片山千紗子  

 

＊ 優秀ポスター賞アイソトープ部門  

高脂肪食摂取マウスにおける黒大豆種皮抽出物の肥満予防作用  

農学研究科 博士前期課程 生命機能化学専攻  

金本優杞  

 

＊ 優秀ポスター賞機器分析部門  

液相析出法によるアルカリ含有酸化物薄膜の合成  

工学研究科 博士後期課程 応用化学専攻  

池田彩香  

 

＊ 優秀ポスター賞極低温部門  

磁場応答型フェロセン系イオン液体の合成と性質  

理学研究科 博士前期課程 化学専攻  

舟浴佑典  
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最新分析機器の新規導入 
 

新しい高分解能多機能Ｘ線回折装置の設置 
この度、新しい高分解能多機能Ｘ線回折装置が設置されました。（機器分析部門棟２Ｆ）新しいＸＲＤは，ナノ

表面の構造解析，タンパク質単結晶構造解析、薄膜試料・高分子微細結晶、無機材料微細結晶、粉末多結晶の構造

解析など様々な多様な試料の構造解析が可能な高機能かつ汎用性の高い機器です。特に、ナノ表面構造解析Ｘ線回

折部については、Spring8 のビームラインに設置されているＸ線回折装置に優る高精度の最新の装置です。 
 
ナノ表面構造解析Ｘ線回折装置 XRD surface nanomaterial 

薄膜材料，ナノ表面，微小結晶などの構造を高精度高分解で構

造解析する装置部であり，Ｘ線反射率測定，高分解能ロッキング

カーブ測定，逆格子マッピング測定，高分解能インプレーン回折

測定，微小角入射Ｘ線小角散乱測定などにより，表面試料の定性

分析，精密構造評価，結晶化度，結晶粒子サイズ・格子歪評価，

格子定数精密測定，残留応力・結晶配向評価，膜厚・密度・表面

界面ラフネス評価，エピタクシャル結晶の結晶性評価・精密構造

評価，表面深さ方向構造解析などを行うことができる 
 
装置特徴 

高輝度光源と新型二次元ミラーにより 50μm 以下にまで絞ることのできる縦横両方向に平行化した入射 X 線ビ

ームを 100 万 CPS 以上の高輝度で試料に照射し、0.00002 度の超高分解能を有する新型高精度 6 軸試料ステージ

を含む 23 軸高精度ゴニオメータにより散乱・回折したＸ線強度の高精度測定を行うことにより、従来、Spring8
などの放射光でしか出来なかった微小角入射 X 線小角散乱、高分解能インプレーン回折散乱測定を始めとする薄

膜表面・ナノ材料などの高精度高分解能構造解析を行うことの出来る、Spring8 設置装置に優る高精度高分解能の

装置です。 
 
装置仕様 

・ Ｘ線発生装置部：Cu 回転対陰極式、実効焦点サイズ直径 75μm 以下、焦点輝度 30kW/mm2以上 
・ 入射光学系：集光ミラーにより試料上でのＸ線ビームサイズを 50μm×50μm 以下 
・ 集光Ｘ線強度が 1000000CPS 以上の高輝度照射 
・ ゴニオメータ部：合計２３軸を有し、試料ステージの最小ステップは 0.00002°以下 
・ 試料ステージ部：ｘ軸，ｙ軸 の最小ステップ 1μm 以下、ｚ軸 の最小ステップ 0.5μm 以下 
・ 受光部：アナライザー結晶，ソーラースリット、検出スリット最小隙 10μm の調節が可能 
・ 測定制御・解析部：薄膜材料ナノ表面構造解析のための，Ｘ線反射率測定，高分解能ロッキングカーブ測定，

逆格子マッピング測定，インプレーン測定，微小角入射スキャン測定、及び同時解析 
・ 解析ソフト：組成分析，膜厚分析，方位・配向分析，界面ラフネス分析，結晶性評価，密度分析，格子緩和評

価，結晶化度・結晶粒子サイズ・格子歪評価，残留応力・結晶配向評価などの解析アプリケーションソフトを

有し、結晶性評価・エピキシャル膜の構造評価のために逆格子マップや極図形を３Ｄ表示でき，結晶構造のグ

ラフィックス描画・編集機能を備え、反射率解析ソフトは、FFT 膜厚解析機能カーブフィッティングによる膜

厚，表面・界面粗さ，密度（深さ方向の密度分布を含む）解析機能，反射率プロファイルのシミュレーション

機能を有す。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

試料ステージの煽り軸（χ軸）により試料をほぼ水平に配置することで，試料表面の微小角入射X線回折・散乱測定が容易に行

え、新型二次元ミラーによって縦横両方向に平行化した入射 X 線ビームが得られているため微小角入射条件でも試料表面を十

分な強度のX線ビームで照射することが可能となっている．また新たにCounter χ軸を設けることによって試料から回折（散

乱）されたX線の出射角を入射角とは独立に選択して測定することが可能となっている． 

微小角入射インプレーン回折の測定配置

回折X線 

Counter χ 
二次元ミラー 
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単結晶Ｘ線構造解析装置 XRD single crystal 

薄膜材料，ナノ表面，微小結晶などの構造を高精度高分解で構造解析する装

置部であり，Ｘ線反射率測定，高分解能ロッキングカーブ測定，逆格子マッピ

ング測定，高分解能インプレーン回折測定，微小角入射Ｘ線小角散乱測定など

により，表面試料の定性分析，精密構造評価，結晶化度，結晶粒子サイズ・格

子歪評価，格子定数精密測定，残留応力・結晶配向評価，膜厚・密度・表面界

面ラフネス評価，エピタクシャル結晶の結晶性評価・精密構造評価，表面深さ

方向構造解析などを行うことができる 
 
装置特徴 

高輝度光源と新型二次元ミラーによる縦横両方向平行入射 X 線ビームを試料に照射し、試料上でのＸ線ビーム

サイズを直径 300μm に集光、面積が 300×300 mm 以上であるイメージングプレートにより回折Ｘ線の空間分布

を測定し、たんぱく質など巨大分子単結晶の方位決定，格子定数の精密化，結晶方位モザイシティの精密化，ファ

インスライス法でのイメージデータ処理，３次元プロファイルフィッティング法による積分反射強度測定、空間群

決定から位相決定，分子のモデリングまで、結晶化された蛋白質結晶の構造を高精度高分解能で構造解析すること

ができる。 
 
装置仕様 

・ Ｘ線発生装置部：Cu 回転対陰極式、実効焦点サイズ直径 75μm 以下、焦点輝度 30kW/mm2以上 
・ 入射光学系：集光ミラーにより試料上でのＸ線ビームサイズを直径 300μm に集光 
・ 試料ステージ部：試料部をマイナス 180°C から室温までの範囲で，±0.5°C 以下の精度で温度制御可能 
・ 受光部：有効検出面積が 300×300 mm 以上(画素数 3000×3000 以上の分解能)のイメージングプレートを２枚

搭載し、露光と読み取りが同時に可能、ダイナミックレンジは１０の６乗以上 
・ 測定制御・解析部：連続データ収集など自動測定のための制御用ソフトウェアを有し，単結晶の方位決定，格

子定数の精密化，結晶方位モザイシティの精密化，ファインスライス法でのイメージデータ処理，３次元プロ

ファイルフィッティング法による積分反射強度測定などのデータ処理ソフトウエアを有し、空間群決定から位

相決定，分子のモデリングまでの単結晶構造解析ソフトウエアを有し、ＧＵＩ構成で，結晶構造のグラフィッ

クス描画・編集機能を備えている 

アプリケーション 分子量 2 万 2 千、空間群 P41212、最大格子定数 150Å のタンパク質、サウマチンの測定・解析例 

 

 

 

 
 
          電子密度図          リボンモデル図 

 

粉末結晶試料水平型多目的Ｘ線回折装置 XRD poly crystal 

Ｘ線発生装置部からのＸ線を入射スリット最小隙 50μm で照射し、最小ス

テップが 0.0001°以下のゴニオメータにより、試料ステージ、及び、検出器

を制御し、回折Ｘ線強度の高分解能測定を行うことにより、粉末結晶の構造

解析を行う 
 
装置特徴 

Ｘ線発生装置部：Cu 管球，及び Co 管球を標準管球として備え、入射ス

リットは，最小隙 50μm からのものを選択可能。ゴニオメータ θ軸の最小ステップは 0.0001°で、試料ステージ部

は、試料部を高温に保持した状態での測定を行うための試料高温装置を備えている。測定制御・解析部は、光学系

調整、手動測定、自動測定のための制御用ソフトウェアを有し，Ｘ線回折散乱測定を行うための光学系の正確な調

整を行なう操作が全て装置制御プログラムから簡便に行なえ、粉末結晶構造解析を行うための基本、定性、定量、

応用解析ソフトウエアを有している。 
 
装置仕様 

・ Ｘ線発生装置部：Cu 管球，及び Co 管球を標準管球として備えている。最大定格出力が 3kW 以上 
・ 入射光学系：入射スリットは，最小隙 50μm からのものを選択可能 
・ ゴニオメータ部：θ軸の最小ステップが 0.0001°以下 
・ 試料ステージ部：試料部を高温に保持した状態での測定を行うための試料高温装置を備えている 
・ 受光部：Cu 用モノクロメータ，Cu 用フィルター，Co 用フィルター，ソーラースリットを有している 

サウマチン 分子量： 22204（アミノ酸残基数：207） 空間群： P41212 

格子定数： a=58.145(4)Å, c=150.462(8)Å, V=508689(14)Å3, Z=8  

Rmerge(shell 2.07-2.00Å)：8.939(30.314)(%) 

Completeness (shell 2.07-2.00Å)：99.8(99.8)(%) 

構造精密化の結果  （測定温度： 100K） 

精密化分解能：39.65-2.00(Å) R ：18.63(%) Rfree：22.97(%)  

Rms deviations from ideality 結合距離：0.008(Å) 結合角：1.133(deg)
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新しい質量分析装置の設置 

この度、新しい質量分析装置２機種が設置されました。（アイソトープ部門棟１Ｆ）一つは AB SCIEX 社

の 4000QTRAP で、もう一つは Thermo Fisher Scientific 社の LTQ-Orbitrap Discovery です。4000QTRAP

については、2009 年 7 月より受託測定を開始しました。 

 

四重極イオントラップ質量分析装置 QTRAP 

高い定量・定性感度をもつ質量分析装置と超高速

液体クロマトグラフィ(UFLC)を連結させたシステ

ム。試料導入に LC を用いることで、試料の精製分

離と質量分析が可能であり、オートサンプラによっ

て多数の試料を測定することにも対応できる。 

 

§ 4000 Q TRAP® LC/MS/MS System の概要： 

イオントラップ機能を持つトリプル四重極

LC/MS/MS システム。従来では 2 種類の質量分析計

が必要とされる分析や従来機種では難しかった測定を効率よく実現。低分子化合物に適し、定量性に優れる。 

 

§ 4000 Q TRAP® LC/MS/MS System の特徴： 

・ 質量分離部： 3 つの四重極のうち、１番目(Q1)と３番目(Q3)ではスキャンを行い、２番目(Q2)の四重極

(LINAC®コリジョンセル)ではフラグメンテーションを行う。Q3 はイオントラップ機能を備えている。 

・ スキャン機能： MS3解析など、リニアイオントラップモード、四重極モードそれぞれについて多様なス

キャンモードをもつ（リニアイオントラップモードとして 6 種類、四重極モードとして 4 種類）。 

・ マスレンジ： RF/DC モードの Q1 および Q3（m/z 50～2800）、リニアイオントラップモードで m/z 70

～2800 

・ スキャンスピード： RF/DC モードの最高 2400 (m/z)/sec、リニアイオントラップモードは 250 (m/z)/sec, 

1000 (m/z)/sec, 4000 (m/z)/sec の選択可能。 

 

§ Prominence UFLC の概要： 

2 ポンプ搭載。高圧に依存せずに高精度・安定性／耐久性・拡張性を持つ高速の HPLC。 

 

§ Prominence UFLC の特徴： 

・ 4000 Q Trap と同一コンピュータ上で UFLC の操作を行うことができるので簡便。 

・ 送液ユニット(LC-20AD):パルスレス送液を実現、流量範囲 100nl〜10ml/min。 

・ オートサンプラ(SIL-20AC): 除湿機能付きサンプルクーラ搭載で 4〜40°C の一定温度で試料を保存。1ml

バイアル 175 本対応。 

・ カラムオーブン(CTO-20A):強制空気循環式で 85℃までの温調が精密可能。 

・ オンラインデガッサ(DGU-20A3): 特殊フッ素樹脂製の気液分離膜を用いた低容量デガッサで、移動相置

換性が良く安定化待ち時間短縮。 

 

AB Sciex 社 

4000 Q Trap® 

LC/MS/MS system 

島津製作所 

Prominence UFLC 
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フーリエ変換質量分析装置 ORB 

高分解能で高速スキャンに対応し、

FT/ICR-MS とほぼ同等の高い質量精度

を備えた質量分析装置を、高速液体クロ

マトグラフィ(HPLC)と連結させたシス

テム。試料導入にナノフローLC を用い

ることで、試料の分離精製と質量分析が

可能であり、オートサンプラによって多

数の試料測定にも対応可能である。イオ

ン化部はナノ ESI が利用できる。 

 

§ LTQ Orbitrap の概要： 

リニアイオントラップ型質量分析装置 LTQ XL に、電場型フーリエ変換マスアナライザーである Orbitrap

を接続したハイブリッド質量分析計。タンパク質や代謝物の同定などに優れたパフォーマンスを発揮する。 

 

§ LTQ Orbitrap の特徴： 

・ 質量分析部：リニアイオントラップに加え、イオントラップを改良した Orbitrap マスアナライザーを備

える。Orbitrap ではイオンを静電場にトラップし、中心電極の周りを軸方向に振動させながら回転させ

る。イオンのm/zに応じた振動周波数の合成波として得られる誘導電流をフーリエ変換することにより、

高分解能・高精度のマススペクトルを得ることができる。 

・ m/z 400 における最高分解能 30,000(FWHM)。 

・ 質量精度 5ppm 以内(外部標準法)がルーチンに得られる。 

・ スキャンスピード：最大分解能選択時のスキャンスピードは約 0.5 sec/scan。 

・ マスレンジ： m/z 50〜2000 

・ MASCOT®によるタンパク同定が可能。 

・ MS1は Orbitrap で、MSnはリニアイオントラップで測定するパラレル検出法。 

・ LTQ Orbitrap Discovery は Q-TOF タイプの質量分析計と比較して、高いシークエンスカバレッジ・低

い擬陽性率でより多くのタンパク質の同定が可能。 

 

§ Paradigm MS2 / HTS-PAL HPLC システムの概要： 

２ポンプを搭載。流速はナノからセミミクロまで広範囲に対応。 

 

§ Paradigm MS2 / HTS-PAL システムの特徴： 

・ 接液部もすべて溶出や吸着の少ない PEEK 樹脂を採用しているため、生体試料の分析にも最適。 

・ ナノ ESI インターフェイスの導入によってナノレベルでの測定が可能。 

・ 脱気方法： 密閉型 He ガス脱気式 

・ 流速(Gradient)： 50 nl/min〜5 ml/min 

・ 適応カラムサイズ：ID 50 µm〜4.6 mm 

・ オートサンプラ：冷却機能付スタッククーラーで 4°C での保存が可能。最大処理能力は 1ml マイクロバ

イアル 600 本。 

 

AMR 社  

高速液体クロマトグラフィシステム

Paradigm MS2 / HTS-PAL 一式 

Thermo Fisher Scientific 

LTQ-Orbitrap Discovery 

一式 
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全国国立大学法人機器・分析センター会議 
平成２１年１０月３０日、第１３回国立大学法人機器・分析センター会議が、神戸大学研究基盤セン

ターを会長校として、神戸大学百年記念館にて開催され、全国の国立大学法人機器分析センター５１機

関より１１０名の参加者を得て行われました。また、文部科学省からは研究振興局学術機関課課長補

佐・徳田次男氏に来校頂き平成２２年度概算要求の状況などについて報告いただき、質疑応答が行われ

ました。以下に、第１３回国立大学法人機器・分析センター会議次第を示します。  
 

 

第１３回国立大学法人機器･分析センター会議 次第 
（敬称略） 

１. 日 時 ： 平成２１年１０月３０日（金） １４時～ 

２. 場 所 ： 神戸大学百年記念館 

３. 受 付 ： １３：３０－１４：００ 

４. 次 第 ：  

１４：００ 開会の辞 

 神戸大学 研究基盤センター機器分析部門長  近藤 昭彦 

１４：０５ 当番校挨拶 

 神戸大学    学長  福田 秀樹 

１４：１０ 文部科学省説明 

 研究振興局学術機関課課長補佐 徳田 次男 

 （質疑応答） 

＜休憩＞ 

１５：１５ 幹事会報告 

 琉球大学 機器分析支援センター 棚原 朗 

１５：２０ 議事 

アンケート集計結果報告 

 神戸大学 研究基盤センター機器分析部門  藤居 義和 

大型連携研究設備ネットワークによる設備相互利用と共同研究の促進 

 分子科学研究所 研究総主幹 西 信之 

事例報告 （分析機器の現状と充実の方策、予算への取り組み、体制、支援の方策など） 

 琉球大学 機器分析支援センター 棚原 朗 

 信州大学 ヒト環境科学研究支援センター長  菊池 孝信 

 愛媛大学 総合科学研究支援センター副センター長 宇野 英満 

 千葉大学 分析センター 関  宏子 

 新潟大学 機器分析センター 後藤 真一 

 電気通信大学 研究設備センター基盤研究設備部門 桑原 大介 

機器･分析センター会議会則の改訂、小委員会の設置について 

 神戸大学 研究基盤センター機器分析部門 藤居 義和 

１７：１５ 閉会の辞 

 神戸大学 研究基盤センター長 太田 仁 

 

５. 懇親会 ：  

１７：３０－１９：３０ （神戸大学瀧川記念学術交流会館） 

開会の辞 神戸大学 研究担当理事 武田 廣 

乾  杯 琉球大学 機器分析支援センター長 多和田真吉 
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神戸大学研究基盤センター機器分析部門長 近藤明彦氏より開会の辞が述べられ、引き続き、神戸大学学長 福

田秀樹氏より当番校挨拶がありました。以下に学長挨拶を記します。 

 国立大学法人機器・分析センター会議の開会に当たり、一言ごあいさつ申し上げます。 

 本会議は、機器・分析センター間の意思の疎通を図り、内在する諸問題を討議する全国的な連絡組織として、各大学の機器・分析セ

ンターの役割向上に大きく貢献していると聞いています。本日、この会議が、神戸大学で開催されることを大変嬉しく思うとともに、全国か

らご参加いただきました皆様に対し歓迎を申し上げます。 

 本学では、平成６年６月に、分析機器の管理と活用により研究活動を支援する全学共同利用施設として、機器分析センターを設置し、

その後、平成１６年 4 月の国立大学の法人化の際、「アイソトープ総合センター」、「機器分析センター」、「低温センター」の 3 センターを

研究基盤センターとして統合し、現在は、研究基盤センター機器分析部門として活動を行っています。 機器・分析センターは、全学共

同利用施設として学術研究の推進にとって重要な役割や大きな期待を担っています。しかし、本学においては、近年、保有機器の老朽

化・陳腐化が進み研究支援活動に支障がでているものもありますが、経済的な問題から、機器の新規導入や更新が困難になるなどの

課題も抱えています。これは、各大学に共通の課題だと推察します。これらの課題を解決するためには、各大学独自の創意工夫が必須

でありますが、口で言うほど容易なことではありません。本日の会議での各大学の取り組み事例の報告や意見交換の場などが、各大学

にとっての創意工夫のヒントになり、有意義なものとなることを期待します。 幸い、今年度は、第一次補正予算により、多くの大学で、研

究機器の新規導入や更新がなされたと聞いております。本日ご出席いただいております文部科学省研究振興局学術機関課の徳田課

長補佐及び三宅様には、関係大学を代表して心からお礼申し上げます。 

 さて、第四期科学技術基本計画は、現在策定中と聞いていますが、第三期科学技術基本計画においては、国立大学法人の設備の

整備に関して、「国立大学法人においては、機関内での設備の共同利用等に積極的に努めるなど既存設備の有効活用を進めるととも

に、機関の枠を超えた共同利用、競争的資金等による研究終了後の設備の再利用など、研究設備の効果的かつ効率的な利用を促進

する。」ことを求めており、国に対しては、「国立大学法人等において、長期的な視点で大型設備をはじめとする研究設備が計画的に整

備されるよう支援する。」ことを要請しています。 

 国立大学法人としては、科学技術基本計画に基づき、研究設備の効果的かつ効率的な利用を促進していくために、各大学間におい

て連携協力してくことが不可欠であると考えます。文部科学省におかれても、我が国の研究推進のため、国立大学法人における施設・

設備等の研究開発基盤の整備に関しまして、引き続きのご支援をよろしくお願いいたします。 

最後に、本日の会議が成功裏に終了することを祈念いたしまして、開会のあいさつといたします。 
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引き続き、文部科学省研究振興局学術機関課課長補佐 徳田次男氏から次のような説明がありました。 

 

配布している資料に基づき、平成２２年度概算要求の状況や第一次補正予算の状況などについて説明させていただきたい。 

平成２２年度の概算要求の概要について： 新政権の発足にともない、既に８月３１日に提出している平成２２年度概算要求の見直し

が行われた。「無駄使いや不要な事業を根絶することなどにより、マニフェストの工程表に掲げられた事業等を実現していく」との考え方

に基づき見直しが行われ、文部科学省全体では対前年度４，７４５億円増の概算要求をしている。マニフェスト工程表に載っている高校

の実質無料化、約４，６００億円などを最重点にしながら、既存事業のゼロベースでの見直しを行い、当初８月時点のものよりも厳選した

概算要求となっている。高等教育関係は、「高等教育の質の整備と向上」にあるように、国立大学法人運営費交付金については、対前

年度１３億円増の要求になっている。その中には教育研究基盤設備の要求も含まれており、設備の充実に努めてまいりたいと考えている。

また、国立大学法人施設設備費についても増額を要求している。科学技術・学術関係については、「基礎科学力の強化」ということで、

科学研究費補助金の拡充などが盛り込まれている。今後１０年間で基礎研究への投資を倍増していくという目標を掲げ、基礎研究の充

実に努めることとしている。今回の見直し後の概算要求は、政府全体で９５兆円規模になっており、前年度比べると６兆円以上の増額の

要求になっている。今後、行政刷新会議による事業仕分けが実施される予定であり、事業仕分けの内容も踏まえて、年末に予算が編成

されることになっている。 

第一次補正予算について：平成２１年度第一次補正予算の執行の見直しが行われ、今月１６日に３，０００億円程度の執行を見直す

という結論に至った。国立大学関係の設備、約１，０００億円については全額予定通りに執行できるようになり、９月以降お願いしていた

執行の一時留保が解除された。この１ヶ月間、大学の皆様にはご迷惑とご心配をお掛けして大変申し訳なく思っている。設備費の要求

は、概算要求にしても、補正予算にしても、各大学で策定されている設備マスタープランに基づいて行っている。このマスタープランが学

内で充分に検討され、精査された内容であることを前提として、対外的に設備整備の重要性・必要性等を説明して、予算の確保に努め

ているので、先生方には設備マスタープランの更なる充実を図る努力をしていただければありがたい。 

学術研究設備の現状等について： 科学技術・学術審議会の研究環境基盤部会では、研究設備の今後の整備の在り方についても

議論している。ここでの検討に先立ち、各大学が保有する１億円以上の設備の現状を調査した結果、保有する設備の８割以上が学内あ

るいは学外の共同利用に供されていること、保有する設備の多くが設置後１０年以上経過していることなどが明らかになった。今回の調

査に併せて、各大学での設備整備に係る取り組みや課題等についてのアンケート調査を実施した。大学で自助努力している取り組み、

共同利用に関する取り組み、再利用に関する取り組みなどを紹介しているので是非活用していただきたい。設備の維持経費については、

現時点で新たな予算措置をすることは非常に厳しい状況になっている。そもそも、法人化前に旧国立学校特別会計で措置されていた特

殊装置維持費は、法人化に際して同額が運営費交付金の中に算定されているという経緯もあるので、維持経費の確保については、是

非学内全体で検討され、色々な工夫をしていただきたい。 

国立大学を取り巻く状況について：国立大学法人の組織及び業務全般の見直しに関する資料を示しているので、大学全体の情報とし

て後程ご覧いただきたい。平成２３年度からの第４期科学技術基本計画の策定に向けて科学技術・学術審議会学術分科会が意見とし

てまとめたものであり、大学における研究基盤の充実として設備の整備方策が盛り込まれている。 
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会議に先立ち、全国の国立大学法人機器分析センター５１機関に分析機器充実の方策などについてアンケー

トを取りました。以下にその結果を抜粋して示します。 

 
Ⅰ 分析機器充実の方策について 

Ⅰ－１－１ 平成２１年８月現在、所有している機器の構成について記載して下さい．（概ね 1 千万円以上） 

各分析センター所有の全装置数
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10～15年未満の装置数
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5年未満の装置数
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Ⅰ－１－２ お答えの機器中、早急に更新を必要とする機器は何台ありますか？     

更新を必要とする装置数
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Ⅰ－１－３ 更新を必要とする機器の年間稼働時間と、年数を教えて下さい． 

機器名 台数 平均稼動時間/年 平均年数 

X 線回析装置 22 754  16.1  

核磁気共鳴装置 21 1926  15.9  

透過型電子顕微鏡 16 388  20.7  

質量分析装置 16 584  15.5  

電子スピン共鳴装置 6 298  17.2  

X 線光電子分光装置 6 1008  21.0  

ＩＣＰ分析装置 5 571  15.8  

電子線マイクロアナライザー 5 896  18.0  

走査型電子顕微鏡 4 700  12.0  

ラマン分光装置 3 34  16.7  

共焦点レーザー顕微鏡 3 871  10.3  

原子間力顕微鏡 3 1032  11.7  

蛍光Ｘ線分析装置 3 1270  18.7  

赤外分光装置 2 46  18.5  

元素分析装置 2 155  19.0  

その他 22     

 

台 数

0 5 10 15 20 25

X線回析装置

核磁気共鳴装置

透過型電子顕微鏡

質量分析装置

電子スピン共鳴装置

X線光電子分光装置

ＩＣＰ分析装置

電子線マイクロアナライザー

走査型電子顕微鏡

ラマン分光装置

共焦点レーザー顕微鏡

原子間力顕微鏡

蛍光Ｘ線分析装置

赤外分光装置

元素分析装置

その他
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Ⅰ－１－４ 機器・分析センターにおいて重要と位置づけされる機器上位８機種を（現有していないものも含めて）教えて下さい． 

 

 

 

 
重要と位置づけされる上位８位の機器の現状 

  現有し稼動 現有するが要更新 無い 

1 位 37 11 1 

2 位 34 11 2 

3 位 30 14 2 

4 位 32 12 2 

5 位 28 11 4 

6 位 24 11 7 

7 位 25 5 10 

8 位 15 10 11 

37

34

30

32

28

24

25

15

11

11

14

12

11

11

5

10

1

2

2

2

4

7

10

11

0 10 20 30 40 50

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

現有し稼動 現有するが要更新 無い

 

機器の名称 大学数 平均順位 

X 線回析装置 50  4.0 位 

質量分析装置 48  4.1 位 

核磁気共鳴装置 44  2.0 位 

透過型電子顕微鏡 34  4.1 位 

走査型電子顕微鏡 31  3.6 位 

X 線光電子分光装置 22  4.8 位 

ＩＣＰ分析装置 19  5.6 位 

元素分析装置 17  3.9 位 

電子線マイクロアナライザー 14  4.6 位 

ラマン分光装置 9  7.3 位 

オージェ電子分光装置 7  6.3 位 

蛍光Ｘ線分析装置 7  6.7 位 

赤外分光装置 7  5.6 位 

分光光度計 5  6.4 位 

共焦点レーザー顕微鏡 4  6.8 位 

原子間力顕微鏡 4  6.8 位 

電子スピン共鳴装置 4  6.0 位 

その他 23    

この機器をセンターにとって重要と位置づけた大 学 数

0 10 20 30 40 50

X線回析装置

質量分析装置

核磁気共鳴装置

透過型電子顕微鏡

走査型電子顕微鏡

X線光電子分光装置

ＩＣＰ分析装置

元素分析装置

電子線マイクロアナライザー

ラマン分光装置

オージェ電子分光装置

蛍光Ｘ線分析装置

赤外分光装置

分光光度計

共焦点レーザー顕微鏡

原子間力顕微鏡

電子スピン共鳴装置

その他
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Ⅰ－２－１ 平成２０年度に、分析機器の更新あるいは新規に導入した分析装置類はありましたか． （概ね 1 千万円以上） 

     あった ３６校    ない １５校   

機器の名称 台 数 
平均 価格概数

（万円） 

質量分析装置 7 2,393 

走査型電子顕微鏡 5 5,475 

ＩＣＰ分析装置 4 1,635 

核磁気共鳴装置 4 5,750 

共焦点レーザー顕微鏡 3 2,438 

透過型電子顕微鏡 3 6,933 

原子間力顕微鏡 2 1,550 

赤外分光装置 2 1,172 

その他 26 3,259 

総計 56 3,428 

 

経費の種類 大学数 

学長裁量経費 22 

概算要求 11 

運営交付金 8 

管理替え 1 

その他 14 

総計 56 

 

 

Ⅰ－２－２ 平成２１年度に、分析機器の更新あるいは新規に導入する分析装置類はありますか． （概ね 1 千万円以上） 

     あった ４６校    ない ５校   

機器の名称 台 数 
平均価格概数

（万円） 

質量分析装置 29 5,573 

核磁気共鳴装置 25 9,762 

X線回析装置 24 4,069 

X線光電子分光装置 10 8,256 

電子線マイクロアナライザー 8 5,940 

透過型電子顕微鏡 7 7,869 

走査型電子顕微鏡 6 4,750 

共焦点レーザー顕微鏡 5 3,700 

原子間力顕微鏡 5 2,849 

ＩＣＰ分析装置 4 2,000 

ラマン分光装置 4 2,418 

電子スピン共鳴装置 4 3,532 

オージェ電子分光装置 2 7,244 

その他 29 3,168 

総計 162 5,081 

 

経費の種類 件 数

概算要求学内希望にH21年補正予算がついた 101 

概算要求 12 

化学ネットへの希望にH21年補正予算がついた 11 

学長裁量経費 7 

化学ネットワーク 4 

運営交付金 3 

その他 24 

総計 162 

 

Ｈ２１補正予算がついたが執行留保の連絡があった

（2009.10.15 現在） 
0-5 件
/大学

 

Ⅰ－２－３ 平成２２年度に、分析機器の更新あるいは新規に導入を計画する分析装置類はありますか． （概ね 1 千万円以上） 

     あった ４６校    ない ５校   

機器の名称 台数 
平均価格概数

（万円） 

X線回析装置 7 4,711 

核磁気共鳴装置 5 7,020 

２次イオン質量分析装置 2 33,000 

ＩＣＰ分析装置 2 2,500 

X線光電子分光装置 2 10,750 

赤外分光装置 2 2,000 

その他 15 6,110 

総計 35 7,321 

 

経費の種類 件数 

概算要求 25 

学長裁量経費 4 

化学ネットワーク 1 

その他 5 

総計 35 
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１－２－４ 平成２２年度以降、分析機器の更新あるいは新規の導入について、主としてどのような財源を考えておられますか． 

 

1 位 装置更新・新規導入の財源 

 

経費の種類 大学数  

概算要求 34  

学長裁量経費 4  

運営交付金 3  

化学ネットワーク 2  

その他 5 

センター予備費（センター内裁量経費）

間接経費 

間接経費による研究設備更新・整備 

最先端経費 

特別教育研究経費 

総計 48  

 

 

1位装置更新・新規導入の財源

0 5 10 15 20 25 30 35 40

概算要求

学長裁量経費

運営交付金

化学ネットワーク

その他

経

費

の

種

類

大学数

 

 

 

2 位 装置更新・新規導入の財源 

 

経費の種類 大学数  

学長裁量経費 18  

運営交付金 7  

概算要求 7  

化学ネットワーク 3  

管理替え 3  

共同研究など 1  

その他 2 
大学院特別経費 

目的積立金 

総計 41  
 

 

 

2位装置更新・新規導入の財源

0 5 10 15 20

学長裁量経費

運営交付金

概算要求

化学ネットワーク

管理替え

共同研究など

その他

経
費
の
種
類

大学数

 

3 位 装置更新・新規導入の財源 

 

経費の種類 
大学

数 
 

化学ネットワーク 6  
概算要求 4  
学長裁量経費 4  
管理替え 4  
運営交付金 3  
共同研究など 3  
科学研究費 1  

その他 3 

間接経費 

設備維持費（共通管理分）＋間接経費 

地域産学官連携共同研究拠点整備事業 

総計 28  

 

 

3位装置更新・新規導入の財源

0 1 2 3 4 5 6 7

化学ネットワーク

概算要求

学長裁量経費

管理替え

運営交付金

共同研究など

科学研究費

その他

経
費
の
種
類

大学数
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Ⅰ－３－１ 大型の分析機器の更新あるいは新規導入には高額の費用が発生しますが、貴大学において大型の分析機器などの

研究設備の充実に向けて、全学的な取り組みはどのようですか． 

 

26 校 全学的な取り組みとして認知されたものはない 

8 校 

機器・分析センタ

ーが中心となっ

た委員会がある 

・ 研究戦略推進会議（研究担当副学長、各センター長等が委員）で行う 

・ 機器分析センター運営委員会で、設備整備の方針を決定 

・ 分析センター会議、機器分野委員会、機器専門委員会による導入機種選定 

・ 共通機器センター委員が中心となり、概算要求を行う 

・ 研究設備センター運営委員会で行う 

・ 各部局に設置されている大型設備については該当部局の自助努力により更新等を行い、学内共同利用機器の更

新等については機器分析運営委員会で要求の取りまとめ等を行っている 

・ 大型設備基盤センター運営委員会で募集してヒアリングを行う 

・ 学内研究者からの直接の意見を受けるセンター長ヒアリング 

19 校 
大学執行部が行

っている 

・ マスタープランに基づき決定している 

・ 設備マスタープラン 

・ 研究担当理事を中心とする設備機器戦略検討会議 

・ 「研究環境整備に関するタスクチーム」（主査：担当理事） 

・ 設備マスタープランによる概算要求、設備充実費の配当 

・ 全学組織の研究推進機構委員会が設備のマスタープランを作って、執行部が最終判断をする 

・ 共同利用施設での大型分析機器の集中管理構想はあるようだが詳細は不明 

・ キャンパスマネジメント委員会 

・ 先端研究推進機構があり、G-COE の中核の研究センターとともにこれに当センターは属している 

・ 必要な機器の中で、研究センターの研究に特化したものか、学部に特化したものか、汎用性のあるものかにより導

入先を決めている 

・ 研究企画戦略会議 

3 校 
大学事務方が行

っている 
・ 事務方中心でマスタープランを策定しているので、それにのっとって取り組んでいるはず 

9 校 

ワーキンググル

ープ・委員会な

どがある 

・ 学術研究支援総合センター運営委員会 

・ 設備整備マスタープラン策定ワーキンググループ 

・ 各部局の代表者 

・ 設備マスタープランＷＧ 

・ 研究設備整備計画専門委員会 

・ 施設有効活用専門部会の下に、設備整備計画策定ワーキンググループ 

・ 設備整備マスタープラン WG （全学的な組織） 

・ 全学の研究盤設備整備委員会 

3 校 
その他 

ご意見 

・ 分析センターから大学執行部及び事務方に要望し、全学的な取組として認知される 

・ 大学の技術部が行っていくことになっている 

・ 研究設備委員会で検討されているが、機種選定の審査過程が公開されていない 

・ 機器分析センターが全学に対してアンケートを取り、その結果に基づいて要求している 
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Ⅰ－４－１ 概算要求に対する、大学における設備マスタープランの学内での位置付けは、どのようですか． 

全学的な認知がある ３５校 

全学的な認知がない １６校 

 

Ⅰ－４－２ 学内における設備マスタープランの策定状況についてご記入願います． 

今年度更新 ３６校 

昨年度と同じ内容 ４校 

不明 １１校 

 

Ⅰ－４－３ 上記の設備マスタープランはどこで決定されたものですか． 

33 校 
大学執行部が行

っている 

・ 今後は全学の要望等に基づいたマスタープラン策定体制について検討する予定になっている 

・ その内容は不明 

・ 機器分析評価センターが提案、設備機器戦略検討会議で検討 

・ 各部局や施設からの要求をもとに執行部で更新 

・ キャンパスマネジメント委員会 

・ 昨年度６月に設備整備マスタープランが承認され、その後全学的な組織である設備整備マスタープラン WG を中心と

して研究設備整備計画基本方針を作成 

・ 先端研究推進機構内に策定するワーキングがある 

・ 共同利用機器の充実を行う 

・ 詳しくは知らない 

2 校 
大学事務方が行

っている 
・ 最終的には執行部が承認する 

10 校 

ワーキンググル

ープ・委員会など

がある 

・ 全学の委員会を組織する予定 

・ 学術研究支援総合センター運営委員会 

・ 財務室、共通機器センター等のＷＧ 

・ 設備整備マスタープラン策定ワーキンググループ 

・ 研究担当副学長、担当課長、各学部・研究科代表、機器分析セ相当代表他からなる WG 

・ 設備マスタープランＷＧ 

・ 研究推進機構委員会 

・ 施設有効活用専門部会の下に、設備整備計画策定ワーキンググループ 

・ 全学の研究盤設備整備委員会 

7 校 

機器・分析センタ

ーが中心となった

委員会がある 

・ 研究戦略推進会議で策定後、評議会で承認 

・ 運用委員会 

・ 分析センター会議、機器分野委員会、機器専門委員会による導入機種選定 

・ 研究設備センター 運営委員会 

・ 研究・産学連携担当理事が議長となって研究戦略会議で審議 

・ 大型設備基盤センター運営委員会 

5 校 その他 

・ 機器分析センターが策定し、これを執行部及び事務方が認知する 

１． 機器分析センターでとりまとめ、運営委員会にて承認 

２． 「研究環境整備に関するタスクチーム」（主査：担当理事）の下の「ワーキンググループ」による調整と策定 

３． 「研究環境整備に関するタスクチーム」にて承認後、役員会にて機関決定 

・ 上の、１〜３のステップによる研究設備整備計画専門委員会 

 



18 

Ⅱ 機器の管理運営・維持管理について 

 

Ⅱ－１－１ 機器の保守管理体制についてお伺いします．機器は何台ありますか？ 

大学数 保守管理体制 平均台数 

４４校 集中管理 ２３．３ 

１８校 分散管理 １２．７ 

 

Ⅱ－１－２ 保守管理を行う職員は何名ですか？ 

大学数 保守管理 平均人数 

４７校 センター常駐職員 ３．２ 

２１校 センター外に勤務する職員 ６．５ 

２１校 センター外からの協力職員 １１．７ 

 

Ⅱ－１－３ センターの日常の保守管理について、どのように進められていますか？（複数回答可） 

44 校 センター常駐職員が行う 

20 校 
センター外に勤務する職員が

行う 

学部技術職員 

各研究室で管理している機器について 

21 校 
センター外からの協力職員が

行う 

各装置の担当責任者 

理学部・工学部・薬学部教員 

機器毎に担当者を設定 

協力員として任命された教職員 

各学部の機器担当教員 

理学部、農学部職員 

2 校 その他 

SQUID 磁束計ですので、ほぼ保守管理が不要で、ユーザー主体の持回り管理が通常の状態で

す。故障時等には、本センター内外の教員が臨時に対応しています 

学部教員 

 

Ⅱ－１－４ センターの日常の管理運営について、どのように進められていますか？（複数回答可） 

47 校 センター常駐職員が行う 

16 校 
センター外に勤務する職員

が行う 

担当機器による 

専任教員 

16 校 
センター長などの管理職が

行う 

センター長 

センターの専任職員 

理学部、農学部職員 

4 校 その他 

派遣 

協力員として任命された教職員 

ユーザー主体の持回り管理が通常の状態、故障時等には本センター内外の教員が臨時に対応 
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Ⅳ 外部からの依頼分析または学外者への機器利用の開放について 

地域連携推進の一環として、各大学で機器分析センターの開放にも取り組まれていると思います．現状についてお答え下さい 

Ⅳ－１ 外部からの依頼分析（受託試験等）または学外者への機器利用の開放を行っていますか？  

大学数 項目 

３２校 既に実施 

６校 実施に向け準備中 

５校 実施予定あり 

８校 実施予定なし 

 

（以降は、Ⅳ－１「既に実施」とお答えになった大学にお聞きします．） 

Ⅳ－２ どのような実施形態ですか？（複数回答可） 

依頼分析を行っている  ２８校 

 18校 他大学等 

 7校 公設機関 

 19校 民間企業 

 

機器を学外者に解放している  ２１校 

 7校 他大学等 

 6校 公設機関 

 17校 民間企業 

 

Ⅳ－３ ニーズの高かった測定装置名をお教え下さい       

装置名 件数 

質量分析装置 10 

核磁気共鳴装置 10 

走査型電子顕微鏡 9 

元素分析装置 7 

X 線光電子分光装置 6 

透過型電子顕微鏡 5 

電子線マイクロアナライザー 4 

X 線回折装置 3 

ＥＳＲ 2 

その他 15 

総計 71 
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合同セミナー２００９ 
 
神戸大学研究基盤センター共催の合同セミナーが，2009 年 7 月 3 日，神戸大学百年記念館 六甲ホール

で開催され，全国より８９名の参加者を得て盛況に行われました。また，セミナーの最後に近藤昭彦研究基

盤センター機器分析部門長がセンターの概要と外部利用に向けた取り組みについて紹介しました。その後に，

研究基盤センター機器分析部門の見学会を行いました。まず，興味を示された学外の方７０名にパンフレッ

トによる案内を行い，その後，１３名の方々にご見学いただきました。 
以下に，合同セミナー２００９の会告案内を示します。 

 

 

日本真空協会関西支部＆日本表面科学会関西支部合同セミナー２００９ 

「埋蔵金を掘り起こす－資源・エネルギーのリサイクルとエコロジー－」 
 
主催 日本真空協会関西支部, 日本表面科学会関西支部 

共催 応用物理学会, 神戸大学研究基盤センター 

協賛 応用物理学会, 日本化学会, 触媒学会, 日本物理学会, 日本分析化学会, 電気化学会, 表面技術協会, 電気学会, 日本分光学会,

日本質量分析学会, 日本放射光学会, 日本材料科学会, 化学工学会, 日本顕微鏡学会, 日本材料学会, 電子情報通信学会, 環境資源工

学会, 環境科学会, 軽金属学会, 資源・素材学会, 日本エネルギー学会, 粉体工学会, 日本分析機器工業会,高分子学会, 日本金属学会, 

日本真空工業会, 日本油化学会, 日本オプトメカトロニクス協会, 日本塗装工業会,石油学会, 腐食防食協会, 光産業技術振興協会, 

日本セラミックス協会,兵庫工業会, 低温工学協会, 日本ファインセラミックス協会,応用物理学会関西支部,ひょうご科学技術協会, 

日本機械学会関西支部 
 
『日本は資源大国』と言われ始めています．これまで，資源小国と言われ続け，資源輸入に頼ってきました．その遺産と

して，金，銀，白金などの貴金属やレアメタルなどが都市部に形を変えて眠っており，金などの日本の潜在的保有量は全

世界埋蔵量の１割を超しているとの試算もあります．都市部にゴミとして廃棄されている携帯電話，PC などの電子機器

に含まれる有用な資源のリサイクルが再評価され始めています．また，バイオマス利用によるエネルギーや資源の再生産，

炭素循環システム構築によるエネルギーのリサイクルなど，地球に優しく，持続可能な開発に基づいた循環型社会の構築

が，強く望まれています．本セミナーは，資源・エネルギーのリサイクルとエコロジーに焦点をあて，資源化技術開発，

エネルギー回収・低環境負荷技術開発における最前線を紹介します。 

 
日  時：2009 年 7 月 3 日（金曜日）  13:00 ～ 17:00 
場  所：神戸大学百年記念館 〒657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1  
参加費：無料 
定 員：２００名 
 
講演プログラム 

開会の挨拶                   日本表面科学会関西支部支部長 大門 寛 

１．資源と環境を考慮した元素戦略と都市鉱山        物質・材料研究機構 原田 幸明 

２．金属資源循環システム構築とその技術開発             東北大学 中村 崇 

３．微生物機能を活用する有用金属の回収、リサイクル       大阪府立大学 小西 康裕 

４．持続型炭素循環に向けた地下微生物による枯渇油田の再生  国際石油開発帝石 前田 治男 

５．バイオマス資源からの燃料・化学品生産に向けた技術開発      神戸大学 近藤 昭彦 

閉会の挨拶                    日本真空協会関西支部支部長 杉野 隆 

神戸大学研究基盤センター紹介     神戸大学研究基盤センター機器分析部門長 近藤 昭彦 

 
見学会 

神戸大学研究基盤センター機器分析部門（17:15 ～ ） 
 
申込先(問い合わせ先)  本件担当：日本真空協会・日本表面科学会 両関西支部幹事 

〒567-0047 茨木市美穂ヶ丘８－１ 大阪大学産業科学研究所 長谷川 繁彦 
Tel：06-6879-8407 Fax：06-6879-8409 E-mail：hasegawa@sanken.osaka-u.ac.jp 

 
申し込み締切り：２００９年６月２９日（月） 
 
申し込み方法：  http://www.sssj.org/Kansai/goudou090703.html での ONLINE 申し込み推奨 
 
会場の案内：神戸大学瀧川記念学術交流会館 〒657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1 電話 078-881-1212 
  アクセスマップ http://www.kobe-u.ac.jp/access/index-j.html 
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基 礎 講 座 
 

神戸大学研究基盤センター共催の表面科学基礎講座が，2009 年 11 月 25-26 日，神戸大学瀧川記念学術交

流会館で開催され，全国より１１７名の参加者を得て盛況に行われました。 

以下に，基礎講座の会告案内を示します。 

 

日本表面科学会 主催（200９年秋季） 

第４８回 表面科学基礎講座 
表面・界面分析の基礎と応用 

共 催  神戸大学研究基盤センター 

協  賛 日本物理学会，応用物理学会，日本分析化学会，電気化学会，表面技術協会，電気学会，日本真空協会，日本材料科学会，日

本材料学会，電子情報通信学会，日本分光学会，日本金属学会，粉体粉末冶金協会，高分子学会，日本放射光学会，日本質量分析学会，

日本機械学会，軽金属学会，化学工学会，日本セラミックス協会，粉体工学会，日本顕微鏡学会，日本トライボロジー学会，日本油化

学会，日本分析化学会近畿支部，関西分析研究会，近畿化学協会，X 線分析研究懇談会，日本分析機器工業会，資源・素材学会，日本

真空工業会，兵庫工業会，表面技術協会関西支部，ひょうご科学技術協会，新産業創造研究機構、応用物理学会関西支部、日本真空協

会関西支部日本物理学会， 応用物理学会，日本分析化学会，電気化学会，表面技術協会，電気学会，日本材料科学会 

 
表面・界面分析技術はめざましく進歩し、学術的研究はもとより、産業界における研究開発や品

質評価などに盛んに利用されています。本講座は、表面・界面分析の初心者、若手研究者、技術者を対

象として、表面・界面分析の基礎と応用を入門的かつ具体例を豊富に挙げて解説することを目的として

います。  

今年度の秋季の基礎講座を下記のプログラムにて関西地区で開催します。講義内容は昨年のものに

さらに目新しい内容を重点的に加えて充実させ、また表面・界面分析を実際に行う場合に出会うさまざ

まな問題や疑問に思っている問題にお答えする分析相談コーナーと、参加者の方とともに討論する総合

討論の時間を設けています。多数の参加をお待ちしております。  

 

   プログラム      第４８回 表面科学基礎講座 神戸 （1１月２５日、２６日 神戸大学）    

月 日 時 間 講 義 題 目 講   師 

 

10:00～11:20 

表面・界面分析概論 

電子プローブ X線マイクロアナライザ SEM-EDX 
副島 啓義（島津総研） 

11:30～12:30 赤外分光とラマン分光の基礎と実際 吉川 正信（東ﾚﾘｻｰﾁ） 

12:30～13:50 放射光を利用した表面電子状態の分析案内(パネル) 寺岡 有殿（原子力機構） 

13:50～14:50 オージェ電子分光法による表面分析の基礎 岩井 秀夫（物質・材料研究機構）

15:00～16:00 線光電子分光法と関連分析の基礎 河合 潤（京大） 

 

 

11 月 

25 日 

（水） 

16:10～17:00 総合討論 分析コーナー 講師全員（司会：加連明也） 

 9:10～10:10 イオン散乱分析の基礎と高分解能ラザフォード後方散乱 中嶋 薫（京大） 

10:20～11:20 二次イオン質量分析法による表面解析の基礎 

（D-SIMS,S-SIMS,TOF-SIMS） 

森田弘洋（パナソニック） 

11:30～12:30 高分解能電子顕微鏡と断面 TEM 試料作製 

（HRTEM,STEM,3D-TEM） 

一色俊之（京都工繊大） 

12:30～13:40  分析コーナー 講師全員 

13:40～14:40 走査プローブ顕微鏡の基礎と極限計測 重川秀実（筑波大） 

14:50～16:10 表面 X線・電子線回折、X線反射率法の基礎 

（やさしい逆空間の理解） 
藤居義和（神戸大） 

 

 

 

11 月 

26 日 

（木） 

16:20～17:00 総合討論 分析コーナー 講師全員（司会：大門 寛） 
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分析セミナー２００９ 
 

神戸大学研究基盤センター共催の実用表面分析セミナーが，2009 年 11 月 27 日，神戸大学百年記念館で

開催され，全国より２３０名の参加者を得て盛況に行われました。 

以下に，実用表面分析セミナー２００９の会告案内を示します。 

 

実用表面分析セミナー ２００９  
 
主催 (社)日本表面科学会関西支部 

共催 応用物理学会，神戸大学研究基盤センター 

協賛 日本化学会、日本物理学会、日本分析化学会、日本分光学会、日本金属学会、日本セラミックス協会、日本質量分析学会、 

表面技術協会、日本材料学会関西支部、高分子学会、日本材料科学会、電気化学会、軽金属学会、日本真空協会、触媒学会、化学工学会、 

日本鉄鋼協会、近畿化学協会、日本分析機器工業会、兵庫工業会、ひょうご科学技術協会、新産業創造研究機構 

 
表面や界面の問題にこれから取り組もうとされている比較的初心者の方を対象に表面科学基礎講座を開催しております。 

一方、表面分析などの実務者やより進んだ表面分析を模索しておられる方を対象として本実用表面分析セミナーを連続した日程
にて開催しております。分析機器メーカーと分析会社の協力により、口頭発表とポスター展示を併設して、表面分析の応用面に
おける情報交換の場を提供し、今回も、表面分析の解析技術の向上に役立つ最新の分析技術の紹介や、各種材料を分析する場合
に特有のノウハウ・ヒントになる内容をたくさん盛り込んでおります。多数の皆様の参加をお待ちしております。 

 
日  時：2009 年 11 月 27 日（金曜日）  10:00 ～ 17:20 
場  所：神戸大学 百年記念館六甲ホール 〒657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1 
参加費：無料 
 
講演プログラム 

10:00-10:20 RF-GDOES 最新の分析技術 （リガク） 山下 昇 

10:20-10:40 rf-GD を用いた表面分析手法と顕微鏡用試料前処理法のご紹介 （堀場製作所） 河野博子 

10:40-11:00 薄膜材料の断面 TEM 試料作製・観察技術 （カネカテクノリサーチ） 齋藤徳之 

 (休憩 11:00～11:05) 

11:05-11:25 3 次元アトムプローブによる半導体材料の評価 （アメテック） 石川真起志 

11:25-11:45 走査型プローブ顕微鏡を用いた表面物性評価 （島津製作所） 大田昌弘 

11:45-12:05 アトムプローブ電界イオン顕微鏡を用いた材料評価 （東芝ナノアナリシス） 佐々木幹雄 

 (昼食  12:05～13:10) 

13:10-13:30 AES 技術の進展とガスクラスターイオンビームの応用例 （アルバック・ファイ） 星 孝弘 

13:30-13:50 TOF-SIMS と XPS を用いたガラス表面の分析 （日本板硝子テクノリサーチ） 猪又宏之 

13:50-14:10 TOF-SIMS を用いた各種工業材料の表面深さ方向分析 （東レリサーチセンタ－） 松田和大 

 (休憩 14:10～14:15) 

14:15-14:35 X 線回折法による薄膜材料の評価 （リガク） 屋代 恒 

14:35-14:55 高輝度放射光を用いた各種機能性材料の評価 （住化分析センター） 高橋照央 

14:55-15:15 EAG における SIMS を用いた太陽電池材料の不純物評価 （ナノサイエンス） 大渕真澄 

 (休憩 15:15～15:20) 

15:20-15:40 低エネルギーイオン散乱分光装置のご紹介 （日立ハイテクトレーディング） 石川修司 

15:40-16:00 高エネルギー反射 EELS/UPS/XPS 装置による表面分析技術 （コベルコ科研） 松尾修司 

16:00-16:20 特殊前処理法を用いた電子分光分析技術 (日産アーク） 佐藤 誓 

16:20-16:40 ナノインデンターを用いた表面解析技術 （日東分析センター） 鈴木良徳 

16:40-17:40  ★ポスターセッション★ （上記企業、神戸大学研究基盤センター） 

 
申込(問い合わせ)先 〒657-8501 神戸市灘区六甲台町１－１ 神戸大学 研究基盤センター機器分析部門 藤居義和 

E-mail: fujiiyos@kobe-u.ac.jp FAX&FAX: 078-803-6116 
 
申込方法：１１月２０日（金）までにあらかじめ参加登録をして下さい。 
 ホームページ（http://www.sssj.org/Kansai/kansai_jitsuyou12.html）からのＯＮＬＩＮＥ申込みが可能です。 
 
会場の案内：神戸大学百年記念館（神大会館）六甲ホール 神戸市灘区六甲台町１－１ TEL０７８－８８１－１２１

２ 
・ 徒歩：阪急「六甲」駅から約 15～20 分 
・ バス:阪神「御影」駅、JR「六甲道」駅、阪急「六甲」駅から 

神戸市バス 36 系統鶴甲団地行、鶴甲 2 丁目止まり行き乗車「神大文理農学部前」下車 
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合同研究会２０１０ 
 

神戸大学研究基盤センター共催の表面科学技術合同研究会が，2010 年 1 月 21 日，神戸大学瀧川記念学術

交流会館で開催されました。全国より１１９名の参加を得て盛況に行われました。 

以下に，会告案内を示します。 

 

 

表面科学技術研究会２０１０ 

―環境とエネルギーのためのナノテクノロジー・新しい創製技術と機能―  
 
主催：日本表面科学会関西支部＆表面技術協会関西支部 
共催：神戸大学研究基盤センター 
協賛：応用物理学会,日本物理学会, 電子情報通信学会, 日本分析化学会, 日本質量分析学会, 日本分光学会,電気化学会， 

日本真空協会, 電気学会, 日本金属学会, 日本材料科学会, 日本化学会, 軽金属学会,触媒学会, 日本顕微鏡学会,  

日本トライポロジー学会, 日本機械学会関西支部, 高分子学会, 石油学会,日本油化学会, 化学工学会,ゼオライト学会,  

日本材料学会関西支部,日本鉄鋼協会, 日本放射光学会, 粉体工学会,腐食防食協会, 低温工学協会,日本真空工業会, 

日本セラミックス協会, 兵庫工業会, 新産業創造研究機構, ひょうご科学技術協会 

 
日  時：2010 年 1 月 20 日（水曜日）  13:00 ～ 17:30 
場  所：神戸大学瀧川記念学術交流会館 (神戸市) 
定 員：100 名 
参加費：無料 
 
内容： 
高度情報化社会の実現に伴い、急速な技術革新により利便性の高い社会が形成される一方で、膨大な資源・エネルギーの

浪費による地球生命系の環境劣化が加速されています。世界的に環境やエネルギー問題に関心が集まる中、昨年報告され

たグリーン・ニューディールを基に、代替エネルギーの積極的導入による環境改善と雇用拡大を図ろうとする政策が各国

で打ち出されています。本研究会では、環境・エネルギー問題の解決のためのナノテクノロジー（グリーンナノテクノロ

ジー）とエレクトロニクスと表面科学との関わりと新たな展開に関して、ご専門の異なる先生方からご紹介頂くよう企画

いたしました。関連研究者・技術者の方をはじめ、多くの方々の参加をお待ちしております。 

 
講演プログラム： 
 開会の挨拶                    大門 寛（日本表面科学会関西支部支部長） 
1. ～基調講演～ 
 「ウエットナノテクノロジー：固-気-液界面･表面でのナノ構造作製の薦め」 山下一郎（Panasonic） 
2. ～創製技術～ 
 「無機・有機ハイブリッド粒子の合成とナノ構造制御」 赤松謙祐（甲南大学） 
3. ～創製技術～ 
 「化学還元法による金属ナノ粒子複合界面の創製と応用」 小山宗孝（京都大学）  
4. ～機能 環境編～ 
 「グリーンケミストリーを目指した可視光応答型 TiO2薄膜」 松岡雅也（大阪府立大学） 
5. ～機能 エネルギー編～ 
 「リチウム電池とキャパシタにおけるナノ材料及び関連技術」 石川正司（関西大学） 
 閉会の挨拶                  横井昌幸  (表面技術協会関西支部支部長)  
 
申込先（問い合わせ先）：日本表面科学会関西支部幹事 

大阪府立大学 産学官連携機構 先端科学イノベーションセンター（〒599-8570 堺市中区学園町 1-2） 
Tel/Fax：072-254-9875  E-mail：shii@riast.osakafu-u.ac.jp  

 

申し込み締切り： 2010 年 1 月 13 日(水） 

申し込み方法： http://www.sssj.org/Kansai/goudou100120.html  での ONLINE 申し込みを推奨します。 

会場案内：神戸大学百年記念館（神大会館） 〒657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1（TEL078-803-5298） 

アクセスマップ http://www.kobe-u.ac.jp/info/access/index.htm 
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<<部門活動報告>> 

平成２１年度 アイソトープ部門活動報告 
 

 アイソトープ部門は，六甲台地区の放射性アイソトープ使用施設における各種の管理を行う他に，六甲台

地区における放射線業務従事者の登録及び講習会，個人被曝管理，セミナーの開催などの活動を行っている．

２１年度は下記のような活動を行った． 

 

1. 放射線・RI 講習会の支援，および，ビデオ講習会の開催 

・ 第１回簡易講習会，５月１２日，神大会館，受講者数 167 人 

・ 第１回全項目講習会，５月１２日，神大会館，受講者数 281 人 

・ 第２回全項目講習会，５月２２日，農学部 C101 大教室、受講者数 170 人 

・ 第３回全項目講習会、１１月１２日、神大会館会議室 A、受講者数 19 人 

・ 臨時のビデオ講習会を 8 回開催、アイソトープ部門セミナー室、受講者数 42 人 

 

2. 労働安全衛生法および電離則に対する対応 

・ 本学の放射線施設作業室における作業環境測定（月１回）およびエックス線装置の漏洩エックス線の測定

（６ヶ月に１回）を外部業者に委託して実施 

 

3. 施設点検の実施 

・ ４月２５日、７月２５日、１０月２４日、１月２８日 自主点検の実施。 

 

4. 汚染検査、作業環境測定の実施（月１回） 

・ 管理区域内１００箇所について検査し、汚染がないことを確認した。管理区域作業室、管理区域境界、事

業所境界の放射線の量を測定し、異常がないことを確認した。また、管理区域作業室の空気中放射性同位

元素濃度の測定を行い、内部被曝線量の推定を行った。 

 

5. 有機廃液の焼却 

有機シンチレーターの焼却を月に１−２回行った。 

 

6. 講習会の開催 

・ ６月１２日、蛍光顕微鏡（キーエンス BZ-9000）実演講習会の開催 

・ ７月２８日、リアルタイム PCR（ロシュ・ダイアグノスティックス：LightCycler 480II）実演講習会 

・ １２月９日、HPLC メンテナンス講習会の開催。 
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7. 営繕工事の実施 

・ 自然科学研究科４号館建設に伴う南側通路インターロッキング舗装、排水溝整備工事。 

 

8. 主な施設管理業務 

・ ４月１６日、保安電源の増設工事。 

・ ９月８−９日、指紋照合装置の更新工事。 

・ １０月１日、給排気系ファンベルト交換９件。 

・ １１月１２日、排気系統の風量調節器交換。 

・ １１月２４日、誘導灯のバッテリー交換。 

・ １１月２４−２７日、漏電改修工事（地階、１階、２階） 

・ １２月１１日、コイトトロン安定器交換。 

・ １２月１４日、質量分析装置用電源、LAN ケーブル、クロスケーブルの増設工事。 

・ １月８日、純水製造装置イオン交換部の交換。 

・ １月２５日、監視カメラ更新および増設工事。 

・ ２月１５日、空調機熱交換素子の交換。 

・ ２月２５、２６日、希釈槽及び貯留槽の清掃。 

 

その他特記事項 

７月１日、質量分析計 ABSciex 社 4000QTRAP による受託測定開始（2009.7.1〜2010.3.31 の受託測定３５

件、時間使用４６件）。 

７月２１日、文部科学省による立入検査。施設状態、管理状況とも良好の評価。 

１０月、「管理下にない放射性同位元素等に関する一斉点検の実施」開始。 

２月１５−１７日、質量分析装置 Thermo Fisher Scitec 社 LTQ-Orbitrap Discovery 搬入。 
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平成２１年度 機器分析部門活動報告 
 

機器分析部門は大型機器を集中管理し学内利用に供しているが，そのほかにも講習会，セミナー，研究会，

見学会の開催などの活動を行っている．２1 年度は下記のような活動を行った． 

 

４月 

・ 平成 21 年度機器利用登録開始 （4/20 締切） 

・ 全利用登録者数 455 名（62 グループ） （4/20） 

５月 

・ Ｘ線回折装置セミナーの開催・参加者 21 名 （5/12） 

 第１部・各メーカーによるコンペ(13:30-15:40) 

 第２部・Ｘ線回折装置導入についての説明会藤居(16:00-16:40) 

 場 所： センターアイソトープ部門セミナー室 

６月 

・ 原子間力顕微鏡 AFM の機器利用講習・参加者１２グループ（6/16) 

 SII による大気中，溶液中の試料測定実習 

 場 所： 機器分析棟 304 室 

７月 

・ センター共催合同セミナー・参加者９２名（7/3） 

 テーマ： 埋蔵金を掘り起こす － 資源・エネルギーのリサイクルとエコロジー － 

 場 所： 神戸大学百年記念館 六甲ホール 

・ 機器分析部門見学会・参加者１３名（7/3） 

 合同セミナー参加者（学外者、企業） 

・ 高性能秩序解析システム仕様策定委員会（7/14) 

・ 高分解能分析電子顕微鏡 TEM1 の機器利用講習・参加者３グループ（7/21,22) 

 JEOL による実習 

 場 所： 機器分析棟 106 室 

８月 

・ 高性能秩序解析システム仕様策定委員会（8/4) 

・ 光電子分光装置 ESCA の機器利用講習・参加者３グループ（8/26) 

 場 所： 機器分析棟 208 室 

・ 電子スピン共鳴装置 ESR の機器利用講習・参加者４グループ（8/26) 

 場 所： 機器分析棟 104 室 

９月 

・ 走査型分析電子顕微鏡 SEM1 の機器利用講習・参加者５グループ（9/18) 

 場 所： 機器分析棟 209 室 

・ 研究基盤センター設置機器検討ワーキング会議の開催・参加者１８名（9/30） 

 配布書類 神戸大学研究基盤センター設置機器利用状況 

 場 所 研究基盤センターアイソトープ部門棟セミナー室 

１０月 

・ 研究基盤センター報 No.6 (2009)発行  （10/30） 

・ 第１３回 国立大学法人機器・分析センター会議・参加者 84 名（10/30） 

 場  所： 神戸大学百年記念館 
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１１月 

・ センター共催基礎講座・参加者１１７名 （11/25,26） 

 テーマ： 表面・界面分析の基礎と応用 

 場所： 神戸大学瀧川記念学術交流会館 

・ センター共催分析セミナー・参加者２３０名 （11/27） 

 テーマ： 実用表面分析セミナー２００８ 

 場所： 神戸大学百年記念館 

１２月 

・ 動的光散乱装置 DLS の機器利用講習・参加者 4 グループ（12/15) 

 場 所： 極低温棟２０２室 

・ 原子間力顕微鏡 AFM の機器利用講習・参加者 2 グループ（12/22) 

 場 所： 機器分析棟 304 室 

・ 若手フロンティア研究会２００９・参加者 160 名・発表 58 件 （12/24) 

 場 所： 神大会館 

・ 走査型分析電子顕微鏡 SEM1 の機器利用講習・参加者 1 グループ（12/25) 

 場 所： 機器分析棟 209 室 

１月 

・ 原子間力顕微鏡 AFM の機器利用講習・参加者 3 グループ（1/19) 

 SII による講習 

 場 所： 機器分析棟 304 室 

・ センター共催・表面科学技術研究会・参加者１１９名 （1/20） 

 場 所： 瀧川学術記念館 

・ 研究基盤センター設置機器検討ワーキング会議の開催・参加者 11 名（1/29） 

 場 所 研究基盤センターアイソトープ部門棟セミナー室 

２月 

・ Ｘ線回折装置調査（藤居） （2/9） 

 目的： Ｘ線回折装置の工場製作実地調査 

 場所： リガクＸ線研究所 

・ 研究基盤センター設置機器検討ワーキングについて（2/12） 

 研究基盤センター基本方針について部局での検討依頼、意見聴取（2/28 締切） 

３月 

・ 高分解能構造解析システム（Ｘ線回折装置）の搬入、立ち上げ （3/23-26） 
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平成２１年度 極低温部門活動報告 
 

極低温部門では液体窒素の管理・供給，液体ヘリウムの製造・管理・供給に係わる業務として平成 21 年

度には以下の事柄等を行った． 

 

4 月 

・ヘリウム液化システム見学（日本エアリキード） 

・平成 21 年度寒剤利用申請案内 

・定期自主検査（4/7, 8, 5/14） 

・第１回寒剤利用講習会（参加 192 名） 

5 月 

・自然科学研究棟 3 号館ガスバッグ異常発生・原因調査・修理 

・液体ヘリウム予約方法説明会（参加 17 名） 

・農学部生物機能化学科寒剤利用講習（参加約 40 名） 

・高圧ガス施設立ち入り保安検査（兵庫県高圧ガス保安協会） 

6 月 

・第 2 回寒剤利用講習会（参加 88 名） 

・ヘリウムガス回収配管改良工事（日本エアリキード） 

・指紋照合システム故障・修理 

・年間保安検査受検届提出（兵庫県庁） 

・消防点検 

7 月 

・ヘリウム液化機メンテナンス（日本エアリキード）（注 1） 

8 月 

・夏季休暇に伴う寒剤供給停止 

・ヘリウムガス回収配管改良工事（日本エアリキード） 

9 月 

・自然科学４号館ヘリウム回収ライン打合せ（施設部） 

10 月 

・自然科学研究棟 3 号館ガスバッグ電磁弁異常・原因調査・修理 

・ヘリウム液化システム見学（岩手大） 

11 月 

・私立龍谷高校液体窒素利用 

・第 1 回工学部寒剤利用講習（出席者 35 名） 

12 月 

・液体ヘリウムトランスファーチューブ最終仕様打合せ（鈴木商館）（注 2） 

・第 2 回工学部寒剤利用講習（出席者 21 名） 
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・兵庫県立篠山鳳鳴高校施設見学（35 名） 

・極低温部門ヘリウムガスバッグ電磁弁異常 

・第一種圧力容器取扱作業主任者免状申請（大阪労働局） 

・冬期休暇に伴う寒剤供給停止 

1 月 

・回収ヘリウムガス圧縮機開放検査（注 3） 

・工学部応用化学科寒剤講習会（出席者約 100 名） 

・ヘリウム液化機タービン温度異常緊急停止（冷却塔循環水凍結）（注 1） 

・液体ヘリウム小容器置場段差解消について施設部視察（注 4） 

2 月 

・自然科学 4 号館ヘリウム回収配管接続工事（日本エアリキード） 

・液体ヘリウム容器置き場段差解消工事（注 4） 

・ヘリウム液化システム見学（産総研 2 名） 

・フレキシブル液体ヘリウム移送管更新工事（注 2） 

・ヘリウム液化機タービン異常起動せず・圧力調整実施（注 1） 

3 月 

・液体窒素 100Ｌ容器再検査終了（注 3） 

・RI 点検 

・ガスバッグ電磁弁工事 

（注 1）ヘリウム液化システムは設置（平成 17 年 3 月）から 5 年目に入り，圧力計等，計器類のゼロ点ド

リフトが原因と思われる異常がしばしば発生するようになった．現在までのところ大事には至っていないが，

計器類の総チェック等のメンテナンスが必要である． 

（注 2）液体ヘリウム移送管を，移送作業の安全性を向上させるため，フレキシブルタイプのものに更新し

た．今年度の教育研究活性化経費として要求し措置された． 

（注 3）高圧ガス保安法に関連する特記事項として，回収ヘリウムガス用圧縮機の開放検査，及び液体窒素

100L 自加圧式容器の再検査（いずれも 5 年毎）を受検した． 

（注 4）液体ヘリウム小容器置き場の床面の平滑化工事を行った．段差を解消したことにより利用者はより

安全に小容器の出し入れが可能となった． 
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<<利用実績>> 

平成２１年度 アイソトープ部門利用実績 
 

六甲台地区における放射線業務従事者の登録 

 

ＲＩ登録者数 645 人 

新規 228 人 

継続 417 人 

年度内中止者 16 人 

 

六甲台地区における放射線業務従事者の所属別登録者数 

 

所 属 職 員 準構成員 学 生 計 

農学部 - - 50 50 

理学部 - - 45 45 

工学部 - - 58 58 

発達科学部 - - 2 2 

自然科学研究科 - - 5 5 

農学研究科 27 5 100 132 

理学研究科 31 1 83 115 

工学研究科 39 1 114 154 

自然科学系先端融合研究環 11 - - 11 

人間発達環境学研究科 4 - 16 20 

医学系研究科 - - 2 2 

研究基盤センターアイソトープ部門 4 1 - 5 

研究基盤センター機器分析部門 1 - - 1 

研究基盤センター極低温部門 1 - - 1 

バイオシグナル研究センター 16 4 - 20 

遺伝子実験センター 13 - - 13 

分子フォトサイエンス研究センター 2  - 2 

連携創造本部 1 1   

保健管理センター 3 - - 3 

環境管理センター 4 - - 4 

計 157 13 475 645 
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六甲台地区における放射線業務従事者の個人被曝管理 

 

年間被曝線量 人 数 

0.0 mSv 626 

0.1 mSv 15 

0.2 mSv 4 

0.3 mSv 以上 0 

 

 

研究基盤センター放射線施設管理区域の利用者（年間） 

 

 利用者数 166 人 

 利用回数合計 16062 回 

 滞在時間合計 11300 時間 

 平均滞在時間 42 分 

 

 

研究基盤センター放射線施設管理区域の月別利用者数 

 

月 利用者数 利用回数 滞在時間 平均滞在時間〔分〕

４ 65 1092 728 40 

５ 68 1122 720 38 

６ 118 1673 1301 46 

７ 106 1787 1323 44 

８ 74 1210 875 43 

９ 83 1247 887 42 

１０ 94 1599 1099 41 

１１ 90 1432 1921 38 

１２ 101 1723 1331 46 

１ 80 1247 823 39 

２ 88 1023 713 41 

３ 81 907 577 38 
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平成２１年度 機器分析部門利用実績 
 

 平成 21 年度の部局別利用登録者数と利用実績は以下の通りであった．Web による機器利用者登録の

ONLINE 受付け，Web による機器利用予約システムの順調な稼動により，利用登録者は昨年に比べて全体

で約 1.1 倍に増加した．また，学外者利用については，3 つの機器について利用者があった． 

 

表１ 平成 21 年度部局別利用登録者数  

 
 

発
達
科
学
部 

理
学
部 

工
学
部 

農
学
部 

医
学
部 

海
事
科
学
部 

自
然
科
学
系
各
セ
ン
タ
ー 

他
大
学 

産
業
界 

計 

高分解能分析電子顕微鏡（TEM1 JEOL） 3 37 163 2 4 6 1 216

透過電子顕微鏡（TEM2 HITACHI） 2 155 2 6  165

電子スピン共鳴装置（ESR） 11 60 2 5 7  85

複合型微細構造解析システム（CMS） 75 2  7  84

微小現象解析システム（MICR） 61  6  67

ダイ・レーザーラマン分光装置（RAMAN） 16 72 1 6 8  103

多元素シーケンシャル型 ICP 発光分光装置 3 7 101 15 4 4 10  144

光電子分光装置（ESCA） 24 136 4 2 19 6  191

走査型分析電子顕微鏡（SEM1 JEOL） 2 58 215 4 2 10 7  2 300

走査型電子顕微鏡（SEM2 HITACHI） 1 16 107  6  130

多目的デジタル核磁気共鳴装置（NMR） 8 28 161 11 11 7  226

原子間力顕微鏡装置（AFM） 9 46 101 6 3 10 9 2 1 187

熱量計（CALO） 1 69 3 3  8  84

レオロジー測定装置（RHEO） 1 73  7  81

動的光散乱解析装置（DLS） 1 3 120 2  8  134

偏光ゼーマン原子吸光分光光度計（ZEEM） 3 20 2  7  32

共焦点レーザー蛍光顕微鏡（LSM） 2 10 99 24  8  143

203R 1 1 20  5  27

計 31 262 1789 96 16 71 128 3 3 2399
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表２ 平成 21 年度機器利用実績  

 

学内者利用 学外者利用 

機 器 名 利用 

件数 

（件） 

利用 

時間 

（時間） 

利用 

件数 

（件） 

利用 

時間 

（時間）

高分解能分析電子顕微鏡 JEOL2010 （TEM1） 187 1565 2 16 

透過電子顕微鏡 H7500 （TEM2） 4 28    

電子スピン共鳴装置(TE-260) （ESR） 11 86    

多元素シーケンシャル型 ICP 発光分光装置 （ICP） 96 466   

複合型微細構造解析システム（CMS） 2 7    

微小現象解析システム （MICR） 0 0    

ダイ・レーザーラマン分光装置 （RAMAN） 2 16    

光電子分光装置 ESCA-3400 （ESCA） 66 806    

走査型分析電子顕微鏡(JSM5610LVS) （SEM1） 115 770  3 12 

多目的デジタル核磁気共鳴装置(Avance-500) （NMR） 456 1882    

原子間力顕微鏡装置 （AFM) 76 439  19 114 

等温マイクロカロリーメータ ITC-4200K（CALO） 8 23    

示差走査超高感度熱量計 6100Ｍ（CALO） 9 69    

レオロジー測定装置 ARES-100FRTNI （RHEO） 0 0    

動的光散乱解析装置 DLS-7000 （DLS） 8 38    

偏光ゼーマン原子吸光分光光度計（ZEEM） 0 0    

共焦点レーザー蛍光顕微鏡 OLYMPUS FV-1000D（LSM） 104 283    

203 前室利用 CO2インキュベータ，クリーンベンチ（203R） 0 0    

計 1144 6478  24 142 
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平成２１年度 極低温部門利用実績 
 
平成21年度（2009年度）の寒剤（液体窒素及び液体ヘリウム）利用申請者数と利用実績，及び共同実験室

の利用実績は以下の通りであった．また平成20年度の学部毎の寒剤利用実績、共同実験室利用実績、寒剤使

用量の推移をそれぞれ表1，表2，図1，図2に示した． 
液体窒素は総購入量146,750 L（利用者使用量55,529 L，ヘリウム液化使用量62,738L，自然蒸発量28,483 

L），総利用申請者数842名で，前年度に比べ購入量は11.5 %増（平成20年度総購入量131,650 L），利用者使

用量は8.7 %増（同51,068 L），利用申請者は7.0 %増（同787名）であった．液体ヘリウムは総液化量30,314 
L（利用者使用量16,411 L，蒸発量13,903 L），総利用申請者数138名で，前年度に比べ液化量は20.7 %増（同

25,114 L），利用者使用量は42.9 %増（同11,482 L），利用申請者は42.3 %増（同97名）であった．共同実験

棟実験室の占有面積による利用率は100 %（同100 %）であった．  
液体窒素については，利用者使用量，利用申請者数はいずれも微増であるが，液体窒素のヘリウム液化使

用量分については，液化量の増加に伴い昨年度比で4割弱の増加があった（昨年度液化使用量45,656 L）．液

体ヘリウムに関しては，総液化量，利用者使用量，利用申請者数共に大幅に増加した．総液化量の増加は利

用者使用量の増加にほぼ等しく，蒸発量は昨年度とほとんど変化なかった（昨年度蒸発量13,632 L）．このこ

とは“蒸発する前に使う”という効率的な利用が，昨年度より更に順調に行われていることを意味する．一方，

ヘリウム液化時における液体窒素の消費に関しては，ヘリウムを1 L液化するのに必要な液体窒素量で比較し

て，昨年度の0.55 L/Lから今年度の0.48 L/Lと効率が大きく低下した．この原因はヘリウム液化機の運転日数

の増加にある（今年度75日，昨年度51日）．ヘリウム液化機は，起動時に最も液体窒素を消費し，安定運転

状態では運転時間に比例して消費するのみであるが，昨年度の1日のヘリウム液化機平均運転時間が既に12
時間を超え（昨年度12.9時間／日）また夜間の無人運転は行うことができないため，今年度はその需要増に

対応するため運転日数を増やさざるを得なかった（今年度平均運転時間10.9時間／日）．このため液化機の起

動回数が増加し，液体窒素の使用量が液化量の増加以上に増加する結果となった． 

 

表1 平成21年度寒剤利用申請者数及び利用実績 

液体窒素 

 教職員 研究員 大学院生 学部生 その他 利用者計 使用量(L)

人間発達環境学研究科 5 0 16 4 0 25 1,445

理学研究科 36 13 121 57 5 232 20,493

保健学研究科 2 0 0 0 0 2 248

工学研究科 18 3 57 47 13 138 5,511

農学研究科 49 6 158 74 4 291 11,144

遺伝子実験センター 8 3 16 12 1 40 1,167

バイオシグナル研究センター 13 4 17 7 2 43 2,908

内海域環境教育研究センター 3 3 3 2 0 11 483

分子フォトサイエンス研究センター 8 4 18 14 1 45 10,752

連携創造本部 1 0 0 0 0 1 0

大学教育推進機構 1 0 0 0 0 1 243

保健管理センター 3 0 0 0 0 3 612

研究基盤センター 4 0 2 4 0 10 523

計 151 36 408 221 26 842 55,529

液体ヘリウム 

 教職員 研究員 大学院生 学部生 その他 利用者計 使用量(L)

計 18 4 46 56 14 138 16,411
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表2 平成21年度共同実験室利用実績 

共同実験室使用実績 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 101 藤秀樹（理・物理） → → → → → → → → → 

 102 太田仁（分子フォト） → → → → → → → → → 

 104−西 太田仁（分子フォト） → → → → → → → → → 

 104−東 専任職員実験室（研究基盤セ） → → → → → → → → 

 202 材料特性測定室（研究基盤セ） → → → → → → → → 

 203 共焦点レーザー顕微鏡室（研究基盤セ） → → → → → → → 

 204 職員室（研究基盤セ） → → → → → → → → → 

 205 乙藤洋一郎（理・地惑） → → → → → → → → → 
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図 1 最近 10 年における液体窒素購入量の推移 
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図 1 最近 10 年における液体ヘリウム液化量の推移 
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<<各部門組織>> 

アイソトープ部門組織  
 

アイソトープ部門教職員 平成 21 年 4 月 1 日 

 氏 名 備 考 

部門長  芦田 均 農学部 

専任教授  鶴見 誠二  

専任准教授  宮本 昌明  

専任助教  本庄 淳子  

研究支援推進員  岡本 崇  

 

 

 

研究基盤センター放射線施設安全管理組織 平成 21 年 4 月 1 日 

 所 属 氏 名 

施設長 農学部 芦 田   均 

放射線取扱主任者 研究基盤センター 鶴 見 誠 二 

放射線取扱主任者 研究基盤センター 宮 本 昌 明 

管理担当者 研究基盤センター 本 庄 淳 子 
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機器分析部門組織 
 

機器分析部門教職員 平成 21 年 4 月 1 日 

 氏 名 備 考 

部門長  近藤 昭彦 工学部 

専任准教授  藤居 義和  

専任助教  笠原 肇  

研究支援推進員  吹田 憲治  

 

機器分析部門保守担当者 平成 21 年 4 月 1 日 

設 置 機 器 保 守 担 当 者 

高分解能分析電子顕微鏡 JEOL2010 
機器分析棟１０６ 

藤居 義和 研究基盤Ｃ
瀬戸  雄介 理学研究科 

上田 裕清 工学研究科 

透過電子顕微鏡 H7500 
機器分析棟１０６ 

藤居 義和 研究基盤Ｃ 水畑  穣  工学研究科 

電子スピン共鳴装置(TE-260) 
機器分析棟１０４  

櫻井 敬博 研究基盤Ｃ  

多元素シーケンシャル型ＩＣＰ発光分光装置 
機器分析棟２０７  

笠原 肇 研究基盤Ｃ 梶並 昭彦 工学研究科 

複合型微細構造解析システム 
機器分析棟２０２  

笠原 肇 研究基盤Ｃ  

ダイ・レーザーラマン分光装置 
機器分析棟２０４ 

笠原 肇 研究基盤Ｃ
藤井 稔 工学研究科 

富永 圭介 分子ﾌｫﾄＣ 

光電子分光装置 ESCA‐3400 
機器分析棟２０８  

藤居 義和 研究基盤Ｃ 南  秀人 工学研究科 

走査型分析電子顕微鏡(JSM5610LVS), SEM(S-510)
機器分析棟２０９  

藤居 義和 研究基盤Ｃ  

多目的デジタル核磁気共鳴装置(Avance-500) 
機器分析棟１０５  

笠原 肇 研究基盤Ｃ

藤嶽 暢英 農学研究科 

南  秀人 工学研究科 

森  敦紀 工学研究科 

原子間力顕微鏡装置 AFM‐NVB100 
機器分析棟３０４  

藤居 義和 研究基盤Ｃ
荻野  千秋 工学研究科 

木村建次郎 理学研究科 

等温マイクロカロリーメータ ITC-4200K 
示差走査超高感度熱量計 6100Ｍ 
機器分析棟２０５ 

藤居 義和 研究基盤Ｃ 鈴木登代子 工学研究科 

共焦点レーザー蛍光顕微鏡 
極低温棟２０３  

藤居 義和 研究基盤Ｃ 三宅 正史 自然科学研究環

レオロジー測定装置 ARES-100FRTNI 
極低温棟２０２  

櫻井 敬博 研究基盤Ｃ
鈴木 洋 工学研究科 

小寺 賢 工学研究科 

動的光散乱解析装置 DLS-7000 
極低温棟２０２ 

櫻井 敬博 研究基盤Ｃ 鈴木登代子 工学研究科 
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極低温部門組織 
 

極低温部門教職員 平成 21 年 4 月 1 日 

 氏 名 備考 

部門長  藤 秀樹 理学研究科所属 

専任助教  櫻井敬博  

研究支援推進員  出川悦啓  

 

 

極低温部門保安管理組織 平成 21 年 4 月 1 日 

 所 属 氏 名 

保安統括者 理学研究科 藤 秀樹 

保安統括者の代理 理学研究科 岡村英一 

保安技術管理者 理学研究科 大道英二 

保安係員 研究基盤センター 櫻井敬博 

保安係員の代理者 理学研究科 小手川恒 
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<<運営委員会名簿>> 

研究基盤センター運営委員会委員名簿  
 

 

                                                   平成 21 年 4 月 1 日現在 

部   局   名 職 名 氏   名 備  考 

研究基盤センター 
センター長 

教 授 
(分子フォトサイエン

ス研究センター) 
太 田   仁 H20.4.1～H22.3.31 

研究基盤センター 
副センター長 

教 授 
（工学研究科） 

竹 内 俊 文 H20.4.1～H22.3.31 

研究基盤センター 
アイソトープ部門長 

教 授 
（農学研究科） 

芦 田   均 H20.4.1～H22.3.31 

研究基盤センター 
機器分析部門長 

教 授 
（工学研究科） 

近 藤 昭 彦 H20.4.1～H22.3.31 

研究基盤センター 
極低温部門長 

教 授 
（理学研究科） 

藤   秀 樹 H20.4.1～H22.3.31 

人間発達環境学研究科 准教授 江 原 靖 人 H20.4.1～H22.3.31 

理学研究科 教 授 三 村 徹 郎 H20.4.1～H22.3.31 

工学研究科 教 授 貝 原 俊 也 H21.4.1～H22.3.31 

農学研究科 准教授 瀧 川 浩 郷 H20.4.1～H22.3.31 

海事科学研究科 教 授 北 村   晃 H20.4.1～H22.3.31 

自然科学系先端融合研究環 教 授 持 田 智 行 H21.4.1～H23.3.31 

医学部附属病院 教 授 錦 織 千佳子 H20.4.1～H22.3.31 

医学研究科 特命教授 廣 明 秀 一 H20.4.1～H22.3.31 

保険学研究科 教 授 松 村 末 夫 H20.4.1～H22.3.31 
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<<研究概要と業績リスト>> 

アイソトープ部門利用者の研究概要と研究業績リスト 

平成２１年度にアイソトープ部門を利用して行われた研究の概要と業績リストを研究グループごとに示す。 

(1) 農学研究科、 芦田均グループ 
研究テーマ１：食品成分による高血糖及び肥満の予防及び改善に関する研究 
研究成果または概要：パン酵母β-グルカンに脂質代謝異常症抑制効果があることを見出した[業績 7]。 
研究テーマ２：食品成分によるダイオキシン毒性の抑制に関する研究 
研究成果あるいは概要：ダイオキシン受容体を介したダイオキシン類の毒性発現に対する食品成分の効果を検討した結果、ケンフェロールやカ

テキン類に効果があることを見出した[業績 4,6]。また、ダイオキシン受容体の標的遺伝子の網羅的解析やダイオキシンによる脂質代謝異常の

作用機構解明を行った[業績 3]。 
その他の研究の研究成果あるいは概要：カテキンを摂取することにより、銅などの重金属の体毛への移行が促進された[業績 1]。ビタミンＥの

代謝物がシステイントランスポーターの発現を介して酸化ストレスに対する適応反応を示すことを明らかにした[業績 2]。フラボノイドが細胞

内に取り込まれることを蛍光顕微鏡により明らかにした[業績 5]。 
研究テーマ（吉田健一）：枯草菌ゲノム機能解析とその応用 
研究成果または概要：枯草菌のイノシトール代謝の新規パスウエイを発見し、シローイノシトールの分解と合成を制御する方法論を確立した。

また、２種のイノシトールトランスポーターが異性体を区別して、それぞれに取り込みを分担することを発見した。その他、細胞壁合成を阻害

する薬剤の開発やカタボライト抑制の解除に関わる転写因子の解明につながる新発見など様々な研究成果をあげることができた。 

.川瀬雅也、芦田均、福田伊津子、熱中性子放射化分析による定量分析、「メタルバイオテクノロジーによる環境保全と資源回収 〜新元素戦

略の新しいキーテクノロジー〜」、吉田和哉名誉監修・植田充美、池道彦監修、シーエムシ−出版、pp. 263-270, 2009 年 

.小川陽子、斎藤芳郎、西尾敬子、吉田康一、芦田均、二木悦雄、γ−トコフェリルキノンによる細胞死抑制効果とそのメカニズム解析、ビタミ

ン E 研究会編、ビタミン研究の進歩 XIII、ビタミン E 研究会発行、pp.67-72, 2009 年 

.Masaki Kinehara, Itsuko Fukuda, Ken-ichi Yoshida, and Hitoshi Ashida. 
Aryl hydrocarbon receptor-mediated induction of the cytosolic phospholipase A2α gene by 2,3,7,8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin in mouse 
hepatoma Hepa-1c1c7 cells. 
Journal of Bioscience and Bioengineering, 108(4), 277-281, 2009. 

.Rie Mukai, Hideo Satsu, Makoto Shimizu, and Hitoshi Ashida. 
Inhibition of p-glycoprotein enhances the suppressive effect of kaempferol on transformation of the aryl hydrocarbon receptor. 
Bioscience Biotechnology and Biochemistry, 73 (7), 1635-1639, 2009. 

. Rie Mukai, YasuhitoShirai, Naoaki Saito, and Hitoshi Ashida. 
Subcellular localization of flavonol aglycone in hepatocytes visualized by confocal laser scanning fluorescence microscope. 
Cytotechnology. 59 (3), 177-182, 2009. 

.Itsuko Fukuda, Miki Tsutsui, Iwao Sakane, and Hitoshi Ashida. 
Suppression of cytochrome P450 1A1 expression induced by 2,3,7,8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin in mouse hepatoma hepa-1c1c7 cells 
treated with serum of (-)-epigallocatechin-3-gallate- and green tea extract-administered rats. 
Bioscience Biotechnology and Biochemistry, 73 (5), 1206-1208, 2009. 

.福田伊津子、小土井理恵、久保麻友子、藤嶽暢英、芦田均、藤田剛、パン酵母β-グルカン摂取がラット盲腸内容物および糞便排泄に及ぼす影

響、生物工学会誌、87(4), 170-174. 2009. 

. Morinaga, T., Matsuse, T., Ashida, H., and Yoshida, K. 
Differential substrate specificity of two inositol transporters of Bacillus subtilis. 
Biosci. Biotechnol. Biochem.. 74(6), 1312-1314, 2010 

. Morinaga, T., Kobayashi, K., Ashida, H., Fujita, Y., and Yoshida, K. 
Transcriptional regulation of the Bacillus subtilis asnH operon and role of the 5'-proximal long sequence triplication in RNA stabilization. 
Microbiology, 156 (2010), 1632-1641 

. Morinaga, T., Ashida, H., and Yoshida, K. 
Identification of two scyllo-inositol dehydrogenases in Bacillus subtilis. 
Microbiology, 156 (2010), 1538-1546 
 
○特許の取得（出願） 
1.シロ−イノシトール産生細胞および当該細胞を用いたシロ−イノシトール製造方法、出願人：神戸大学、発明者：吉田健一、芦田均、PCT 出願：

PCT/JP2009/005782. 
2.抗肥満剤およびそれを用いた飲食品、出願人：神戸大学、フジッコ株式会社、発明者：吉田健一、芦田均、特開 2009-196931. 
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3.筋肉の糖摂り込み促進剤、出願人：神戸大学、発明者：芦田均、川畑球一、特願 2010-001594 
4.AMPK 活性化剤、GLUT4 活性化剤、およびそれを用いた医薬品・飲食物、出願人：神戸大学、中部大学、フジッコ株式会社、発明者：芦田

均、津田孝範、吉田正、特願 2010-045411 
 
○国際交流 
1.The 5th international iBoK workshop 主催：神戸大学「バイオプロダクション次世代農工連携拠点」事業、2009 年 9 月 3 日 
2.The 2nd international symposium of iBoK 主催：神戸大学「バイオプロダクション次世代農工連携拠点」事業、2010 年 1 月 21-22 日 
 
○共同研究 
1.State University of Campinas, Brazil「Biological functions of propolis」 
2.東京大学大学院農学生命科学研究科「フラボノイドのダイオキシン毒性抑制に関する研究」 
3.長浜バイオ大学「ダイオキシン受容体に作用する化合物の構造相関に関する研究」 
4.兵庫大学健康科学部「植物に含まれるダイオキシン毒性抑制物質の探索と単離・同定」 
5.株式会社伊藤園品質管理部「食品の機能開発に関する研究」 
6.ハウスウェルネスフーズ株式会社研究開発部「機能性ポリフェノールの開発」 
7.フジッコ株式会社「黒大豆種皮抽出物の有効利用に関する研究」 
8.中部大学「ポリフェノールによる高血糖及び肥満の抑制に関する研究」 
9.J-オイルミルズ「筋肉組織における油脂類によるインスリン抵抗性発症に関する研究」 
10.江崎グリコ「酵素合成グリコーゲンの機能性に関する研究」 
11.神戸学院大学「筋肉組織におけるアシルカテキンによる糖取り込み促進効果に関する研究」 
 
外部資金等の獲得 
1.共同研究：株式会社伊藤園、（研究実施場所の一つに研究基盤センターRI 部門が記載されている） 

(2) 農学研究科、 井原一高グループ 
研究テーマ：畜産廃水浄化のための電気化学的手法による動物用抗菌剤の無害化 
研究成果あるいは概要：抗菌剤（抗生物質および合成抗菌薬）は、家畜の疾病治療そして成長促進のために使用されている。しかし、畜産廃棄

物を通じて環境への拡散が問題となっている。本研究では、電気化学的手法による動物用抗菌剤の無害化を目的として、機能性アノード用いた

テトラサイクリン系抗生物質の分解を試みた。LC/MS/MS 分析では化学結合の一部切断が確認され、抗菌性が失活可能であることが示された。 

(3) 農学研究科、 宇野雄一グループ 
テーマ 1：レタス DREB2A 遺伝子の解析 
研究成果または概要：乾燥および塩ストレス耐性をレタスに付与することを目的に、ストレス耐性に関与するレタスの転写因子をコードする

DREB2 相同性遺伝子の機能および発現解析を行った。その結果、酵母 one-hybrid 法およびゲルシフト法の結果から、レタスの DREB2（以下

LsDREB2 と記載）が DRE 配列に特異的に結合し、転写活性能を持つことが示された。レタスのプロトプラストにおいて LsDREB2-GFP 融合

タンパク質は核局在性を示した。また、リアルタイム PCR 法によって環境ストレス下における LsDREB2 遺伝子の発現量を調査した結果、シ

ロイヌナズナと同様に塩や浸透ストレスにおける発現が確認された。 
テーマ 2：シロイヌナズナの活性型 CDPK（カルシウム依存性プロテインキナーゼ）と相互作用するタンパク質の同定 
研究成果または概要：酵母ツーハイブリッド法により CDPKと相互作用するタンパク質の網羅的スクリーニングを行った。ベイトとして、CDPK
の wild type, 非活性型、恒常的活性型、およびそれらの組み合わせを用いた。単離した 8 種類の cDNA を用いた GST 融合タンパク質のうち、

3 種類が CDPK によるリン酸化を受けた。これらは、恒常的活性型をベイトとして単離できたので、同方法が基質タンパク質の同定に有効であ

ると考えられた。 

Yuichi Uno, Shigeyuki Nakao, Yumiko Yamai, Ryohei Koyama, Michio Kanechi and Noboru Inagaki, 
Callus formation, regeneration, and transient expression in the halophyte sea aster (Aster tripolium L.), 
Plant Cell, Tissue and Organ Culture, 98:303-309, 2009 

Yuichi Uno, Miguel A. Rodriguez Milla, Eileen A. Maher and John C. Cushman, 
Identification of proteins that interact with catalytically active calcium-dependent protein kinases from Arabidopsis. 
Molecular Genetics and Genomics, 281:375-390, 2009 

Ikko Shiga, Yuichi Uno, Michio Kanechi and Noboru Inagaki, 
Identification of polyploidy of in vitro anther-derived shoots of Asparagus officinalis L. by flow cytometric analysis and measurement of 
stomatal length., 
Journal of the Japanese Society for Horticultural Science, 78:103-108, 2009 

(4) 理学研究科、 井上邦夫グループ 
研究テーマ：選択的スプライシング制御機構の研究 
研究成果または概要：培養細胞の核抽出液を用いた実験系などにより、U1 snRNP に依存しないスプライシング分子機構、および、熱ショック

条件下でのスプライシング機構について解析を進めた。 

Fukumura, K., & Inoue, K. 
Role and mechanism of U1-independent pre-mRNA splicing in the regulation of alternative splicing. 
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RNA Biol. 6, 395-398. (2009) 

(5) 理学研究科、 三村徹郎グループ 
研究テーマ１：植物細胞液胞膜リン酸化合物輸送機構の解析 
研究成果または概要：シロイヌナズナ培養細胞からインタクト液胞を単離し、そのプロテオーム解析、メタボローム解析を進め、液胞がこれま

で知られていなかった有機リン酸化合物を多量に含むことを見いだした。この有機リン酸の蓄積機構を明らかにするために、アイソトープ部門

において液胞の持つ有機リン酸化合物輸送能について昨年度に引き続き検討した。 
研究テーマ２：植物の無機イオン代謝とその制御機構 
研究成果または概要：植物の生育に欠かせない無機栄養塩と有害塩の吸収、分配、処理機構について検討した。RI センターでは、シロイヌナ

ズナを用いて、根系構築とリン酸イオン吸収機構の関連を明らかにした。 
研究テーマ３：核酸系うまみ物質の新規生成機構の探索 
研究成果または概要：生体材料におけるヌクレオチド代謝の検討を行い、核酸系うまみ物質の新規生成機構の探索を進めた。 

Kuwano M., Mimura T., Takaiwa F., Yoshida K.T. 
Generation of stable "low phytic acid" transgenic rice through antisense repression of the 1D-myo-inositol 3-phosphate synthase gene 
using 18-kDa oleosin promoter. 
Plant Biotechnology Journal 7(1): 96-105.(2009) 

Hamaji K., Nagira M., Yoshida K., Ohnishi M., Oda Y., Uemura T., Goh T., Sato M-H, Terao-Morita M., Tasaka M., Hasezawa S., Nakano 
A., Hara-Nishimura I., Maeshima M., Fukaki H., Mimura T. 
Dynamic aspects of ion accumulation by vesicle traffic under salt stress in Arabidopsis. 
Plant & Cell Physiology 50 (12) : 2023-2033.(2009) 

Mano S., Miwa T., Nishikawa S., Mimura T., Nishimura M. 
Seeing Is Believing: On the Use of Image Databases for Visually Exploring Plant Organelle Dynamics. 
Plant & Cell Physiology 50 (12) : 2000-2014. (2009) 

三村徹郎「基礎生物学シリーズ７ 植物生理学」 （三村徹郎、鶴見誠二 編） 化学同人（2009） 

三村徹郎 村上明男「水環境の今と未来 藻類と植物のできること」（川井浩史、三村徹郎 編） 生物研究社 「３．水生植物の生理」p.35-50
（2009） 

西村幹夫・三村徹郎・西村いくこ・真野昌二 監修、永野惇・桧垣匠文「Photobook 植物細胞の知られざる世界」 化学同人（2010） 
 
利用にともない外部資金等の獲得ができた事例 
科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究「根の示す新しい物理、化学環境認識機構の解析」（21657015） 

(6) 農学研究科、山形裕士、金丸研吾、宇野知秀グループ 
研究テーマ 1：植物の細胞内シグナル伝達機構の解析 
研究成果または概要：ダイズの光独立栄養培養細胞 SB-P 細胞のプロトプラストに PEG 法で遺伝子を導入する技術を確立した。cGMP と NO
によりダイズフラボノイド合成系酵素遺伝子が誘導されることを示した。さらにカルコン還元酵素遺伝子のプロモーター中の cGMP 応答性シ

スエレメントの同定を進めている。 
研究テーマ 2：果実特異的遺伝子発現制御機構の解析と応用 
研究成果または概要：メロンのククミシン遺伝子の果実特異的発現機構の解明を目的に、エンハンサー因子（転写因子）の全長 cDNA を 2 種

類クローニングし、これらの転写因子がククミシン遺伝子プロモーターに結合することや転写因子の果実特異的発現を明らかにした。異種有用

タンパク質を果実に発現する形質転換植物の作成を目的とし、ククミシン GUS 融合遺伝子を果実特異的に発現するトマトを作出し、果実特異

的遺伝子発現機構が種を超えて保存されていることを示した。一方、ヒトインターフェロンα遺伝子をトマトに導入した。 
研究テーマ 3：植物サチラーゼ・プロ配列の機能解析 
研究成果または概要：ククミシンプロ配列によるククミシン阻害機構を解析し、プロ配列の二次構造と阻害活性の相関、および阻害に必要なア

ミノ酸残基を解析した。 
研究テーマ 4：高等植物色素体のインターゲノミックな遺伝子発現と個体統御 
研究成果または概要：高等植物において葉緑体をはじめとする色素体は独自の DNA を有し、核やミトコンドリアの DNA とともに植物ゲノム

を構成している。これらの発現の相関性、ゲノム間相互作用による個体統御の一端を解明した。色素体コード遺伝子を転写する核コード T7 フ

ァージ型 RNAP（NEP）である RPOTp と極めて高い発現相 関性を示す核コード PPRTp は 35 アミノ酸からなる繰り返し構造をもった PPR
のひとつをコードし、脂肪酸合成律速酵素 ACCase のサブユニットで転写が NEP に完全依存する色素体コード accD の RNA 編集に関わるこ

と、この遺伝子の欠損によって脂肪酸含量の劇的減少と地上部形態形成の重篤な異常が起こることを示唆した。 
研究テーマ 5：シトクロム P450 を用いたコンビナトリアルケミストリー 
研究成果または概要：薬物代謝酵素である P450 の cDNA を大腸菌で発現させた。P450 を発現した大腸菌は、フラバノン、ステロイドなどの

各種低分子化合物を生物変換した。 
研究テーマ 6：昆虫の rab タンパク質の機能解析 
研究成果または概要：昆虫の神経ペプチドの分泌機構を解析するために、低分子量 GTP 結合タンパク質である rab の cDNA をカイコから複数

種クローニングし、大腸菌で発現させた。rab タンパク質の内、１分子は、精巣で特異的に発現した。 
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渡辺和彦、杉本琢真、大塩哲視、吹田憲治、山形裕士 
作物の抵抗性誘導.  一酸化窒素の病害抵抗性への関与 
最新農業技術 土壌施肥，（社）農山漁村文化協会 編, Vol. 1, 83-93 (2009). 

Uno T, Moriwaki T, Nakamura M, Matsubara M, Yamagata H, Kanamaru K, Takagi M. 
Biochemical characterization of rab proteins from Bombyx mori. 
Arch. Insect Biochem. Physiol., 70 (2), 77-89 (2009). 

Suita, K., Kiryu, T., Sawada, M., Mitsui, M., Nakagawa, M., Kanamaru, K., and Yamagata, H. 
Cyclic GMP acts as a common regulator for the transcriptional activation of flavonoid biosynthetic pathway in soybean. 
Planta, 229, 403-413 (2009). 

Fujiwara, M., Dongliang, Li., Kazama, Y., Abe, T., Uno, T., Yamagata, H., Kanamaru, K., and Itoh, R. 
Further Evaluation of the Localization and Functionality of Hemagglutinin Epitope- and Fluorescent Protein-Tagged AtMinD1 in 
Arabidopsis thaliana. 
Biosci. Biotechnol. Biochem., 73:1693-1697 (2009). 

渡辺和彦、杉本琢真、大塩哲視、吹田憲治、山形裕士 
作物の抵抗性誘導.  一酸化窒素の病害抵抗性への関与. 
作物栄養 V, 第 2 巻, 6, 58-68 (2009). 
 
特許 
金丸研吾、宇野知秀、山形裕士 
PPRTp 遺伝子を利用した植物脂質合成の促進法 
国際出願 PCT/JP2009/053020 
 
共同研究 
個別協働研究（金丸研吾）：振興調整費事業「バイオプロダクション次世代農工連携拠点形成」においてコスモ石油と協働研究 
国際協力事業団：山形裕士,金丸研吾：JICA アグロバイオテクノロジー研修コース講師及び個別研修（2009） 
 
利用にともない外部資金等の獲得ができた事例 
山形裕士：基盤研究(C)「植物細胞内シグナル伝達物質としての cGMP/NO の機能解析」（代表）平成 21 年度〜23 年度. 
山形裕士：平成 21 年度 (財)不二たん白質研究振興財団研究助成「大豆フラボノイド合成系酵素遺伝子発現を調節する cGMP/NO シグナル伝達

機構の解析」 
金丸研吾：平成 21 年度神大先端研究プロジェクト「植物脂肪酸含量の調節機構解明と増産への応用」 
金丸研吾、山形裕士：振興調整費「次世代農工連携拠点形成」、平成 21 年、分担 
宇野知秀：科研費基盤研究（C）「昆虫の脳に存在する低分子量 GTP 結合蛋白質の機能特性」代表、平成 20−22 年 

(7) 農学研究科、 山之上稔グループ 
研究テーマ：熟成中の食肉軟化機構の解明 
研究成果または概要：本研究は、熟成中の食肉が貯蔵時間の経過に伴い軟化する機構の解明を目的にしている。本年度は、筋原線維タンパク質

パラトロポミオシンがサルコメアA-I接合部のコネクチンに結合すると考えられる領域と熟成中に構造がぜい弱になる Z線近傍のコネクチン領

域をそれぞれ組換えコネクチン断片として遺伝子工学的手法で作製した。また一部のコネクチン断片に対する抗体を作製し、抗体の特性を解析

した。 

塩山奈都子・上田修司・山之上 稔 
鶏筋原線維 Z 線近傍でコネクチンに結合するモノクローナル抗体のエピトープ決定, 第 111 回日本畜産学会大会要旨集 p.87, 2009. 

福田 崇・大下恵実・上田修司・山之上 稔 
鶏サルコメア A-I 接合部に及ぶコネクチン I 帯末端領域構成ドメインの微生物発現, 第 112 回日本畜産学会大会要旨集 p.118, 2010. 
 
利用にともない外部資金等の獲得ができた事例 
科研費 平成 21-23 年度 基盤研究(C) 

(8) 遺伝子実験センター、 深見泰夫グループ 
研究テーマ：タンパク質チロシンリン酸化酵素、特に Src（サーク）遺伝子産物を介したシグナル伝達機構の解析 
研究成果または概要：アフリカツメガエル（ゼノパス）卵の受精時に活性化されるタンパク質リン酸化酵素 Src の活性化メカニズムに関する解

析を進め、Src の上流で働く PI3 キナーゼの重要性を明らかにした。また、ホルボールエステルによる悪性黒色腫の増殖阻害が、PKC によっ

て活性化されたチロシンホスファターゼによる転写因子 STAT3 の脱リン酸化によることを示した。その他、ゼノパス卵が受精しなかった場合

の細胞死がアポトーシスである可能性を見出した。 

Tokmakov AA, Iwasaki T, Sato KI, and Fukami Y 
Analysis of signal transduction in cell-free extracts and rafts of Xenopus eggs 
Methods, 51(1), 177–182 (2010) 
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Oka M, Sumita N, Sakaguchi M, Iwasaki T, Bito T, Kageshita T, Sato K, Fukami Y, and Nishigori C 
12-O-Tetradecanoylphorbol-13-acetate Inhibits Melanoma Growth by Inactivation of STAT3 through Protein Kinase C-activated Tyrosine 
Phosphatase(s): 
J. Biol. Chem., Vol. 284, 30416-30423, (2009). 

Mammadova G, Iwasaki T, Tokmakov AA, Fukami Y, and Sato K 
Evidence that phosphatidylinositol 3-kinase is involved in sperm-induced tyrosine kinase signaling in Xenopus egg fertilization 
BMC Dev. Biol., Vol. 9, 68, (2009). 

Kurotani A, Takagi T, Toyama M, Shirouzu M, Yokoyama S, Fukami Y, and Tokmakov AA 
Comprehensive bioinformatics analysis of cell-free protein synthesis: identification of multiple protein properties that correlate with 
successful expression 
The FASEB Journal, 24(4):1095-1104, (2009). 

Tokmakov AA, and Fukami Y 
Nongenomic mechanisms of progesterone 
Tsitologiia. Vol. 51, 403-416, (2009). 

Tokmakov AA, Terazawa Y, Ikeda M, Shirouzu M, Fukami Y, and Yokoyama S 
Comparative expression analysis of multiple PDK genes in Xenopus laevis during oogenesis, maturation, fertilization, and early 
embryogenesis 
Gene Exp. Patterns. Vol. 9, 158-165, (2009). 
 
共同研究：神戸大学医学研究科、同理学研究科、京都産業大、理化学研究所横浜研究所と共同研究を行った 
 
利用にともない外部資金等の獲得ができた事例 
1. 深見泰夫 平成２１年度 科学研究費補助金 基盤研究Ｃ 研究代表者 3 年間 3500 千円 
2. 岩崎哲史 平成２１年度 科学研究費補助金 若手研究Ｂ 研究代表者 2 年間 3500 千円 
3. 岩崎哲史 平成２１年度 奨励研究助成（ひょうご科学技術協会） 研究代表者 1 年間 1000 千円 

(9) 農学研究科、 深山浩グループ 
研究テーマ： ソルガム高活性 Rubisco の導入によるイネの光合成能力の改良 
研究成果または概要：C4 植物であるソルガムの Rubisco 小サブユニット（SbRbcS）を高発現する形質転換イネを作出し，Rubisco の酵素特性

に及ぼす効果を解析した．形質転換イネにおける Rubisco の反応回転速度 kcat はイネの 1.3 −1.5 倍と有意に増加した． BN-PAGE では，ソル

ガム Rubisco はイネ Rubisco よりも見かけの分子量が少し小さいが，SbRbcS を発現させた形質転換イネの Rubisco では，SbRbcS の発現レベ

ルが高くなるにつれて見かけの分子量がソルガムに近づく傾向が認められた．以上の結果から，SbRbcS の部分的なイネ Rubisco への組み込み

が全体的な立体構造の変化を引き起こし kcat を増加させたものと考えられた． 

Masumoto C., Miyazawa S., Ohkawa H., Fukuda T., Taniguchi Y., Murayama S., Kusano M., Saito K., Fukayama H. and Miyao M. 
Phosphoenolpyruvate carboxylase intrinsically located in the chloroplast of rice plays a crucial role in ammonium assimilation. 
Proc. Natl. Acad. Sci. USA., 107:5226-5231. 2010. 

Fukayama H., Fukuda T., Masumoto M., Taniguchi Y., Sakai H., Cheng W., Hasegawa T. and Miyao M. 
Rice plant response to long term CO2 enrichment: Gene expression profiling, 
Plant Sci., 177:203-210. 2009. 

Ishikawa, C., Hatanaka, T., Misoo, S. and Fukayama, H. 
Screening of High kcat Rubisco among Poaceae for Improvement of Photosynthetic CO2 Assimilation in Rice, 
Plant Prod. Sci., 12:345-350. 2009. 
 
利用にともない外部資金等の獲得ができた事例 
イネ科植物由来の高 kcat Rubisco を利用したイネの光合成能力の改良， 2008-2011 年，科学研究費補助金基盤研究（C），500 万円，研究代

表・深山浩 

(10) 農学研究科、 水野雅史グループ 
研究テーマ：炎症性腸疾患を抑制する機能性因子の探索 
研究成果または概要：我々は、炎症性腸疾患を抑制する機能を有する食品因子を検索する 系として小腸上皮細胞である Caco-2 細胞とマクロフ

ァージ細胞である RAW264.7 細胞の 2 層培養系を構築してきた。この系を用いて多糖類であるフコイダンとレンチナンについて抑制効果を検

討した結果、両多糖類とも Caco-2 細胞からの IL-8 mRNA 発現は抑制したが、LPS で刺激された RAW264.7 細胞から分泌される TNF-alpha
産生に対する抑制効果は全く異なっていた。 

Masashi Mizuno, Yosuke Nishitani, Takashi Hashimoto, and Kazuki Kanazawa, 
Different suppressive effects of fucoidan and lentinan on IL-8 mRNA expression in in vitro gut inflammation, 
Bioscience Biotechnology Biochemistry, 73(10), 2324-2325, 2009. 
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(11) 理学研究科、 前川昌平グループ 
研究テーマ：ラット脳由来マイクロドメイン(MD)の構成因子の同定と構成因子の相互作用因子の同定と機能解析 
研究成果または概要： 
1)脳由来 MD の構成因子としてセプチンに注目し，脳由来の MD より抽出，再構成したセプチン繊維の微細構造と大腸菌発現セプチン繊維の

構造を解析した． 
2)神経系マイクロドメインの主要因子である NAP-22 の結合因子の探索と相互作用の解析を行った． 

Hashimoto T., Maekawa S., Miyata S. 
IgLON cell adhesion molecules regulate synaptogenesis in hippocampal neurons. 
Cell Biochem. Funct. in press. (2009) 

Odagaki, S-I., Kumanogoh, H., Nakamura, S., Maekawa, S. 
Biochemical interaction of an actin-capping protein, CapZ, with NAP-22. 
J. Neurosci. Res. 87.1980-1985. (2009) 

Sugimoto C., Maekawa S., Miyata S. 
OBCAM, an immunoglobulin superfamily cell adhesion molecule, regulates morphology and proliferation of cerebral astrocytes. 
J. Neurochem. (2010) 112, 818–828. 

Okada M., Taguchi K., Maekawa S., Fukami K.,Yagisawa H. 
Calcium fluxes cause nuclear shrinkage and the translocation of phospholipase C-δ1 into the nucleus. 
Neurosci. Lett. 472 (2010) 188–193. 

(12) 農学研究科、 竹中慎二グループ 
研究テーマ１：芳香族アミン類の微生物代謝 
研究成果または概要：芳香族アミン類の微生物分解の行方を明らかにするために、分解または代謝に関与する酵素系および遺伝子群の解析を目

的として研究を進めた。4-アミノ-3-ヒドロキシ安息香酸は、Bordetella sp. 10d 由来のジオキシゲナーゼおよびデアミナーゼにより代謝される

ことを見出した。酵素の特性および遺伝子群の解析から既報の類縁酵素とは異なることを原著論文として報告した。 
研究テーマ２：微生物由来加水分解酵素の特性解析 
研究成果または概要：卵殻膜を微生物酵素により限定的に加水分解する方法を確立するために目的に叶う微生物の検索を行い、Pseudomonas 
aeruginosa ME-4 を得た。同菌由来の卵殻膜分解酵素はその特性解析と遺伝子の解析から金属プロテアーゼに属することがわかった。また、既

報の類縁酵素とは有機溶媒耐性能が異なることから特異なプロテアーゼとして原著論文として報告した。 

Takenaka, S., Sato, T., Koshiya, J., Murakami, S., and Aoki, K. 
Gene cloning and characterization of a deaminase from the 4-amino-3-hydroxybenzoate-assimilating Bordetella sp. strain10d. 
FEMS Microbiology Letters, 298, 93-98, 2009. 

Cheng, M., Takenaka, S., Aoki, S., Murakami, S., and Aoki, K. 
Purification and characterization of an eggshell membrane decomposing protease from Pseudomonas aeruginosa strain ME-4. 
Journal of Bioscience and Bioengineering, 107, 373-378, 2009. 

Kaneko, S., Cheng, M., Murai, H., Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K. 
Purification and characterization of an extracellular laccase from Phlebia radiata strain BP-11-2 that decolorizes fungal melanin. 
Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry, 73, 939-942, 2009. 

Takenaka, S., Cheng, M., Mulyono, Koshiya, A., Murakami, S., and Aoki, K. 
Gene cloning and characterization of arylamine N-acetyltransferase from Bacillus cereus strain 10-L-2. 
Journal of Bioscience and Bioengineering, 107, 27-32, 2009. 

(13) 農学研究科、 中屋敷均グループ 
研究テーマ：いもち病菌における RNA サイレンシング分子機構の解析 
研究成果または概要：RNA サイレンシングを用いて、いもちゲノムに存在する Xylanase および Cellulase を網羅的にノックダウンし、これら

の細胞壁加水分解酵素が病原性に大きく関与していることを遺伝学的に初めて明らかとした。 

Chuma,I., Shinogi,T., Hosogi,N., Ikeda, K., Nakayashiki, H., Park, P., Tosa, Y. 
Cytological characteristics of microconidia of Magnaporthe oryzae. 
J. Gen. Plant. Pathol.75: 353-358. (2009) 

Kumatani,T., Yoshimi,Y., Nakayashiki,H. and Aino,M. 
Phylogenetic analyses of plant-growth-promoting rhizobacteria isolated from tomato, lettuce, and Japanese pepper plants in Hyogo 
Prefecture, Japan. 
J. Gen.Plant Pathol. 75, 316-321. (2009) 
 
利用にともない外部資金等の獲得ができた事例 
第 23 回  ノバルティス研究奨励金 100 万円 
課題名：DNA 修復系から RNAi への新たなシグナルフロー 
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(14) 農学研究科、 中村千春・森直樹・宅見薫雄グループ 
研究テーマ１：コムギの環境シグナル経路の分子遺伝学的解析 
研究成果または概要：パンコムギの２倍体祖先野生種であるタルホコムギを用いて、自然変異の解析を行っている。タルホコムギ集団内には日

長感応性を失った系統が認められ、このような系統では短日条件下での野生型に比べてコムギの２種類の CONSTANS ホモログの発現パター

ンが異常となっていることが明らかになった。 
研究テーマ２：パンコムギの器官形成に関与する遺伝子の分子遺伝学的解析 
研究成果または概要：マカロニコムギとタルホコムギの交雑後代で、特に低温下でネクローシス示す個体とクロロシスを示す個体について、発

現解析を行った。その結果、ネクローシス個体では病害抵抗性反応に関与する遺伝子の発現が増加しており、クロロシス個体では老化のプロセ

スが促進されていることが明らかとなった。また、低温下でネクローシスを示す個体の茎頂分裂組織では、細胞分裂に関わる遺伝子の発現量が

低下しメリステム活性が顕著に下がっていることが明らかとなった。また、近縁野生種 Aegilops crassa の細胞質を持つパンコムギ系統では、

雄蕊の雌蕊化がみられる。この雌蕊化した雄蕊では BELL1 タイプのホメオボックス遺伝子群が異所的に発現し、このことが異所的な胚珠形成

に関与していることが示唆された。 
研究テーマ３：イネ有用形質に見られる遺伝的多様性と有用遺伝子群の解析 
研究成果あるいは概要：湛水ストレスに対するイネの反応には「休止説」と「伸長説」がある。「休止説」に基づく湛水耐性の主動遺伝子であ

る Sub1 の転写産物量を RT-PCR で解析し、湛水ストレス下で伸長中の幼苗でも Sub1 発現が認められることから、Sub1 が伸長抑制機能以外

の未知機能をもつ可能性が示唆された。湛水ストレス下でのエチレン生合成に関わる遺伝子群の転写産物量を同様に測定し、ACS1 が「伸長説」

に基づく湛水耐性に関与する可能性が示唆された。 
研究テーマ４：コムギにおける核と細胞質の多様性及び両者の相互作用の解析 
研究成果または概要：コムギを材料に核と細胞質の相互作用について研究を行っている。パンコムギ CS を対象に、吸水・発芽後のオルガネラ

バイオジェネシスを、オルガネラゲノムコードの遺伝子群及びオルガネラで機能する核コードの遺伝子群の発現解析から追跡した。加えて、特

に、低温、高塩濃度、高浸透圧が与えるミトコンドリアバイオジェネシスへの効果を同様に解析し、ミトコンドリアと核の遺伝子発現を調節す

る共通及び特異的なストレス応答の存在を明らかにした。 

K. Mizumoto, H. Hatano, C. Hirabayashi, K. Murai and S. Takumi (2009) 
Altered expression of wheat AINTEGUMENTA homolog, WANT-1, in pistil and pistil-like transformed stamen of an alloplasmic line with 
Aegilops crassa cytoplasm. 
Development, Genes and Evolution 219: 175-187. 

N.S. Gamalath, P.N. Sharma, N. Mori and C. Nakamura (2009) 
Differential cDNA-AFLP screening of transcripts associated with brown planthopper resistance in rice (Oryza sativa L.). 
Australian Journal of Crop Science 3: 201-206. 

Y. Kurahashi, A. Terashima and S. Takumi (2009) 
Variation in dehydration tolerance, ABA-sensitivity and related gene expression patterns in D-genome progenitor and synthetic hexaploid 
wheat lines. 
International Journal of Molecular Sciences 10: 2733-2751. 

H.T.T. Vu, O.E. Manangkil, N. Mori, S. Yoshida and C. Nakamura (2009) 
Submergence-induced ADH and ALDH gene expression in japonica and indica rice with contrasting levels of seedling vigour under 
submergence stress. 
Biotechnology & Biotechnological Equipment 23: 1469-1473. 

N.G. Naydenov, S. Khanam, M. Siniauskaya and C. Nakamura (2010) 
Profiling of mitochondrial transcriptome in germinating wheat embryos and seedlings subjected to cold, salinity and osmotic stresses. 
Genes and Genetic Systems 85: 31-42. 

N. Mizuno, M. Yamasaki, Y. Matsuoka, T. Kawahara and S. Takumi (2010) 
Population structure of wild wheat progenitor Aegilops tauschii Coss.: implications for intraspecific lineage diversification and evolution of 
common wheat. 
Molecular Ecology 19: 999-1013. 

H.T.T. Vu, O.E. Manangkil, N. Mori, S. Yoshida and C. Nakamura (2010) 
Post-germination seedling vigor under submergence and submergence-induced SUB1A gene expression in indica and japonica rice (Oryza 
sativa L.). 
Australian Journal of Crop Science 4: (in press) 

(15) 連携創造本部、 鶴田宏樹グループ 
研究テーマ：低温活性酵素の構造機能相関性の解明 
研究成果または概要：好冷菌産生酵素の低温での高い活性の発現能（低温活性発現能）には、触媒部位近傍に高い柔軟性が附与されていること

が重要である。本研究では、好冷菌 Shewanella sp.が産生するフォスファターゼに着目して研究を進めた。平成 21 年度には、低温活性プロテ

イン−チロシン−フォスファターゼの各種変異体及びアルカリフォスファターゼの立体構造を決定することでそれぞれの酵素が有する「高い柔軟

性」を導く構造要因を特定できた。 

H.Tsuruta, B.Mikami, T.Higashi, and Y.Aizono, 
Crystal structure of cold-active alkaline phosphatase from the psychrophile Shewanella sp., 
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Bioscience Biotechnology, and Biochemistry, 74, 69-74, 2010. 
 
利用にともない外部資金等の獲得ができた事例 
科学研究費 若手（B）2008−2010 

(16) 研究基盤センター、 宮本昌明グループ 
研究テーマ：低分子量 G タンパク質を介したシグナル伝達機構の解析 
研究成果または概要１：Ypt5（Rab5）を介したシグナル伝達経路に関する研究 
分裂酵母の Rab5 ホモログである Ypt5 の変異体解析を行った結果、Ypt5 は分裂酵母細胞で細胞の形態、分裂、膜輸送制御、ストレス応答の制

御に関与している可能性が強く示唆された。 
研究成果または概要２：癌転移抑制因子 nm23 を介したシグナル伝達経路に関する研究 
以前、我々によって Rho 活性化因子 Lbc に対する抑制因子として同定された癌転移抑制因子 nm23-H2 は Lbc、ICAP1-αと 3 者複合体を形成

することにより細胞外マトリクスシグナル（インテグリン）を伝達することが強く示唆された。 

Masaaki Miyamoto, Shinki Iwashita, Satomi Yamaguchi, and Yoshitaka Ono. 
Role of nm23 in the regulation of cell shape and migration via Rho family GTPase signals. 
Mol Cell Biochem., 329, 175-9, 2009 

(17) 理学研究科、 尾崎まみこグループ 
研究テーマ：化学感覚を介する動物行動の分子生理学的研究 
研究成果または概要：摂食、交尾、攻撃、忌避などの動物行動が、環境の化学的な情報によって解発されたり、修飾されたりする例は多い。昆

虫をモデルとし、化学受容や情報変換を司る味覚器、嗅覚器といった感覚受容神経や、受容された化学情報のプロセッシングにかかわる脳の高

次神経系で働く機能タンパク質に着目して、その役割、局在、動態を探ることを目的に研究を進めた結果、ハエの味覚器において、ある経口毒

物の匂い存在下で増加する匂い物質結合タンパク質の新規な候補分子を見出した。 

Qin Quyang, Hiroyasu Sato, Yoshihiro Murata, Atsushi Nakamura, Mamiko Ozaki and Tadashi Nakamura, 
Contribution of the inositol 1,4,5-trisphosphate transduction cascade to the detection of “bitter” compounds in the blowflies. 
Comp. Biochem. Physiol., 135, 309-316, 2009. 

Mamiko Ozaki and Tadashi Nakamura 
Chemosensory regulation of feeding in the blowfly: Several studies after The Hungry Fly. 
In Insect Taste (Ed. by P. Neuland) pp.77-101, Taylor and Francis Group, Milton Park Abington, UK, 2009 
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機器分析部門利用者の研究業績リスト 

以下に本部門の機器を利用して平成 21 年度に得られた研究業績リストを示す。 

大阪教育大学 教育学部 理科教育講座: 鈴木康文、深澤 優子 
松本雄吾, 深澤優子, 鈴木康文. 
電子線をラインスキャンし刺激脱離させたイオン結晶表面のモフォロジー. 
Journal of the Vacuum Society of Japan, 52(7), 411–415,(2009)  

Yuuko Fukazawa, Yuugo Matsumoto, Kei Mitsuhara, and Yasufumi Susuki 
MeV-ion axial surface-channeling from an electron irradiated KCl(001) surface. 
Applied Surface Science, 256(4), 1184–1190 (2009)  

深澤優子, 池本将健, 柴田卓, 鈴木康文. 
電子刺激脱離した KBr(001)表面における高速陽子の表面軸チャネリング. 
Journal of the Vacuum Society of Japan, 53(3), 172–175 (2010) . 

研究基盤センター： 藤居 義和 
Yoshikazu Fujii 
Influence of Surface Roughness to Depth Analysis nearby the Surface at Vertical Scanning of X-ray Scattering Vector 
JSPS 141 Committee ACTIVITY REPORT, 08P08, 157–160 (2009) 

藤居義和. 
微小角入射Ｘ線散乱法を利用した薄膜表面層構造評価 
まてりあ, 9, 445–451 (2009) . 

Yoshikazu Fujii 
Quantum and diffraction on “yad rupam sa sunyata” 

Adv. X-ray Chem. Anal,. Japan, 40, 115-126 (2009) 

藤居義和. 
色即是空による量子力学談話 
大学の物理教育(Phys. Edu. in Univ.), 15(2), 445–451 (2009) . 

理学研究科 化学専攻： 姫野 貞之 
Sadayuki Himeno, Satomi Murata, and Kazuo Eda 
A route to a Keggin-Type α-[(XIIIO4)Mo12O35(OH)]4- anion through an Anderson-type [XIII(OH)6Mo6O18]3- anion: X = Ga 
Dalton Trans., (31), 6114–6119 (2009) 

Kazuo Eda, Sayuri Maeda, Sadayuki Himeno, and Toshitaka Hori 
A new class of 30-molybdo complexes: Formation, structure and electrochemical properties of 
bisselenitopyrophosphatotriacontamolybdate, [(SeO3)2(P2O7)Mo30O90]8−, and bispyrophosphatotriacontamolybdate, [(P2O7)2Mo30O90]8− 

Polyhedron, 28 (18), 4032–4038 (2009) 

理学研究科 化学専攻： 内野隆司 
M. Itou, A. Fujiwara, and T. Uchino 
Reversible Photoinduced Interconversion of Color Centers in α-Al2O3 Prepared under Vacuum  
J. Phys. Chem. C, 113(49) 20949–20957 (2009) 

T. Uchino, D. Okutsu, R. Katayama, and S. Sawai 
Mechanism of Stimulated Optical Emission from MgO Microcrystals with Color Centers  
Phys. Rev. B, 79(16), 165107-1–8 (2009) 

Devendraprakash Gautam, Emi Koyanagi and Takashi Uchino 
Photoluminescence Properties of SiOx Thin Films Prepared by Reactive Electron Beam Evaporation from SiO and Silica Nanoparticles  
J. Appl. Phys., 105(7), 073517-1–8 (2009) 
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Akiko Nishimura, Natsuko Sagawa and Takashi Uchino 
Structural Origin of Visible Luminescence from Silica Based Organic‐Inorganic Hybrid Materials  
J. Phys. Chem. C, 113(11), 4260–4262 (2009) 

理学研究科 化学専攻： 大西 洋 
Tomonori Nomoto, Akira Sasahara, and Hiroshi Onishi 
Optically Excited Near-Surface Phonons of TiO2(110) Observed by Fourth-Order Coherent Raman Spectroscopy 
Journal of Chemical Physics, 131(8), 084703 (2009) 

Takumi Hiasa, Kenjiro Kimura, Hiroshi Onishi, Masahiro Ohta, Kazuyuki Watanabe, Ryohei Kokawa, Noriaki Oyabu, Kei Kobayashi, 
and Hirofumi Yamada 
A Solution-TiO2 Interface Probed by Frequency-Modulation Atomic Force Microscopy 
Japanese Journal of Applied Physics, 48(8), 08JB19 (2009) 

Ralf Bechstein, Misunori Kitta, Jens Schütte, Angelika Kühnle, and Hiroshi Onishi 
Surface Reconstruction Induced by Transition Metal Doping of Rutile Titanium Dioxide (110) 
Journal of Physical Chemistry C, 113(30), 13199-13203 (2009) 

Motoji Maruyama, Akihide Iwase, Hideki Kato, Akihiko Kudo, and Hiroshi Onishi 
Time-Resolved Infrared Absorption Study of NaTaO3 Photocatalysts Doped with Alkali Earth Metals 
Journal of Physical Chemistry C, 113(31), 13918-13923 (2009) 

Ralf Bechstein, Misunori Kitta, Jens Schütte, Hiroshi Onishi, and Angelika Kühnle 
Effects of Antimony-Doping on the Surface Structure of Rutile TiO2(110) 
Nanotechnology, 20(26), 264003 (7 pages) (2009) 

Akira Sasahara, Kumiko Hiehata, and Hiroshi Onishi 
Metal-to-Oxide Charge Transfer Observed by a Kelvin Probe Force Microscope 
Catalysis Surveys from Asia, 13(1), 9-15 (2009) 

S. Nagaoka, K. Ikemoto, K. Fujio, K. Hiehata, A. Sasahara, M. Mitsui, H. Onishi, and A. Nakajima 
An Atomic Force Microscope Study of Vanadium-Benzene Sandwich Clusters Soft-Landed on Self-Assembled Monolayers 
The European Physical Journal D, 52(1-3), 103-106 (2009) 

田旺帝, 鈴木秀士, 小池祐一郎, 大西洋, 笹原亮, 朝倉清高 
金属酸化物表面における金属-担体相互作用の解明に関する研究 
表面科学, 30(2), 84-91 (2009) 

Masatoshi Ikeda, Naoki Koide, Liyuan Han, Chi Lun Pang, Akira Sasahara, and Hiroshi Onishi 
Lateral Distribution of N3 Dye Molecules on TiO2(110) Surface 
Journal of Photochemistry and Photobiology A: Chemistry, 202(2-3), 185-190 (2009) 

Tomonori Nomoto, Hiroshi Onishi 
Fourth-Order Coherent Raman Spectroscopy of Liquid-Solid Interfaces: Near-Surface Phonons of TiO2(110) in Liquids 
Applied Spectroscopy, 63(8), 941-946 (2009) 

Cristiana Di Valentin, Gianfranco Pacchioni, Hiroshi Onishi, and Akihiko Kudo 
Cr/Sb co-doped TiO2 from First Priciples Calculations 
Chemical Physics Letters, 469(1-3), 166-171 (2009) 

Ralf Bechstein, Misunori Kitta, Jens Schütte, Angelika Kühnle, and Hiroshi Onishi 
Evidence for Vacancy Creation by Chromium Doping of Rutile Titanium Dioxide (110) 
Journal of Physical Chemistry C, 113(8), 3277-3280 (2009) 

Tomonori Nomoto, and Hiroshi Onishi 
Time-Domain Infrared-Visible-Visible Sum-Frequency Generation for Surface Vibrational Spectroscopy 
Journal of Physical Chemistry C, 113(52), 21467-21470 (2009) 
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理学研究科 化学専攻： 田村 厚夫 
Daizo Hamada, Toshiki Tanaka, Gian Gaetano Tartaglia, Amol Pawar, Michele Vendruscolo, Mei Kawamura, Atsuo Tamura, Naoki 
Tanaka, and Christopher M. Dobson 
Competition between Folding, Native-State Dimerisation and Amyloid Aggregation in β-Lactoglobulin 
J. Mol. Biol., 386(3), 878–890 (2009) 

Mitsugu Araki and Atsuo Tamura 
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理学研究科 化学専攻： 林 昌彦 
Yuka Kawashita, Juichi Yanagi, Tatsuo Fujii, and Masahiko Hayashi 
Mechanistic Study of Oxidative Aromatization Using Activated Carbon―Molecular Oxygen System in the Synthesis of 
2-Arylbenzazoles: Focus on the Role of Activated Carbon 
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Yuka Kawashita and Masahiko Hayashi 
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林 昌彦, 川下由加 
活性炭–酸素系による酸化反応 
「触媒」, 持続可能社会実現のための触媒および触媒関連技術特集（触媒学会）, 51, 518–523 (2009) 
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Titanium Tetraisopropoxide Promoted Reactions for the Synthesis of Substituted Coumarins 
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理学研究科 物理学専攻： 櫻井 誠 
R. Nakayama, M. Tona, N. Nakamura, H. Watanabe, N. Yoshiyasu, C. Yamada, A. Yamazaki, S. Ohtani, and M. Sakurai 
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理学研究科 生物学専攻： 三村徹郎 
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Dynamic Aspects of Ion Accumulation by Vesicle Traffic under Salt Stress in Arabidopsis  
Plant & Cell Physiology, 50(12), 2023–2033 (2009) 
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理学研究科 惑星物質科学研究グループ： 留岡和重，瀬戸雄介 
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Stability of the perovskite structure and possibility of the transition to the post-perovskite structure in CaSiO3, FeSiO3, MnSiO3 and 
CoSiO3 

Physics of the Earth and Planetary Interiors, 177(3-4), 147–151 (2009) 

Tomoo Katsura et al. 
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S. Takasawa, A. M. Nakamura, T. Kadono, M. Arakawa, K. Dohi, S. Ohno, Y. Seto, M. Maeda, Y. Hironaka, T. Sakaiya, S. Fujioka, T. 
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工学研究科 機械工学専攻： 田川雅人 
水本知佐子，横田久美子，日和千秋，中井善一， 
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Shigehito Deki, Tatsuo Ohta and Minoru Mizuhata 
Raman Spectra of Molten Carbonates Coexisting with Inorganic Powder 
Proceedings of 2008 Joint Symposium on Molten Salts, 51-56(2008) 

Minoru Mizuhata, Takeshi Minowa and Shigehito Deki 
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Superbroadband near-IR nano-optical source based on bismuth-doped high-silica nanocrystalline zeolites  
Optics Letters, 34(8), 1219-1221(2009) 
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Advanced Materials, 21(36), 3694-3698(2009) 

Minoru Mizuhata, Hosokawa, Akinobu, Alexis Bienvenu Béléké and Shigehito Deki 
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Hong-Tao Sun, Minoru Fujii, Noriko Nitta, Fumiaki Shimaoka, Minoru Mizuhata, Shinji Hayashi, Hidehiro Yasuda, and Shigehito Deki 
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工学研究科 応用化学専攻 CX12: 荻野 千秋 
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Improvement of isoflavone aglycones production using β-glucosidase secretory produced in recombinant Aspergillus oryzae  
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Ester synthesis reaction with CALB displaying yeast whole cell biocatalyst: Effect of organic solvent and initial water content 
Journal of Bioscience and Bioengineering, 108(5), 369-371 (2009) 
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